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　生成りのカーテンと同系色の寝具。木目を生かしたお揃いの収納棚。ガラス素材の小ぶりなローテーブル。ソファーを置くスペースもないとわかっていながら、独創的な柄に一目惚れして買った明るい黄色のミニクッションは、妥協の末、ベッドの上。

　オシャレな北欧風を目指したはずなのに、そこは所詮、素人と言うべきか。

　どこかちぐはぐな感じも否めない、ごく普通のワンルーム。

（緊張が五割、興奮が五割──ううん、緊張が四割、興奮が四割、残りの二割は非現実感かも……）

　その中央で、この部屋の主でもある三み浦うらほのかは、どうでもいい自己分析をしながら、ゆっくりと黒のシフォンブラウスのボタンを外す。

　昨晩塗り直したばかりのクリアピンクのネイルの動きに合わせ、さらさらと微かな衣擦れの音がして、あっけなくブラウスが床に落ちた。そのままひと思いにキャミソールを脱ぎ捨て、白地に青の小花模様の散った膝丈スカートのホックに手をかける。

　けれど、さすがにそこで躊躇いが生まれ、ずっと足元に向けていた視線を恐る恐る上にあげた。

　白っぽい蛍光灯の光の下で、ほのかよりも一足早く、惜しげもなく肉体美を晒した彼──小お川がわ秋あきは、何が嬉しいのか、そんなほのかの顔を真正面から見つめ、ゆるく口角を上げる。

　少しだけ乱れた、短めの黒髪。トレードマークとも言える、黒いフレームのかちっとした眼鏡。そのレンズ越しに向けられる、心なしか淫靡な熱を孕んだ眼差し。

　切れ長の目は、普段はむしろ怜悧な印象の方が強くて近寄りがたい雰囲気になりかねないのに、今は煽情的ですらある。

　ウエスト部分だけが淡いグレーの黒いボクサーパンツを身につけただけの秋からは、羞恥の欠片も感じられない。

　それはそうだろう、と心のうちで納得する。

　付け焼き刃や流行りに乗ったファッションではない。正しく鍛えられた躯体は、まるで海外の有名下着メーカーのＣＭにでも出てくるモデルのようだ。

　秋の揺らぎない眼差しに煽られ、絡み合う視線を外せないままの状態で、スカートから手を離す。ファストファッションで購入したそれは、音もなく、フローリングに歪な円を描いた。

　身につけている上下セットの薄いラベンダー色の下着は、幸い、まだ新品同然。

　モデル体型とは言えないにせよ、体を動かすことが好きで、就職してからも毎晩の柔軟を欠かさないから、見れないほどではないはずだ。

　それでも、こうして誰かに直視されれば、恥ずかしさが先に立つ。

　──相手が、全身から予想以上の男性美を発しているとなれば、尚更だ。

「どうぞ。好きなだけ触っていいよ」

　低くて甘い、今までに聞いたことのないような男の色気を感じさせる声に、一瞬、脳がくらりと揺らぐ。

　促されるままに、おずおずと手を伸ばし、震える指が引き締まった胸板に触れる。

　自分のものとは違う、はっきりと熱を持った皮膚は予想していたよりも滑らかで、少しだけ力を込めると何とも言えない弾力がある。それも、ほのかの指を拒むような力強いものではなく、むしろ、ぐにゅっと一度は受け入れた上で、からかうように、あるいは楽しげに遊ぶように弾き返してくる、なんとも不思議な感触だ。

　蒟蒻、マシュマロ、バススポンジ、と次々に似た感触のものを思い浮かべるのに、唯一無二のかたさは過去に触れたどんなものとも違っていて、うまい言葉が見つからない。

「やわらかいのに、かたい……」

　熟考したわりに口にした感想は面白くもなんともなかったけれど、秋は、今度ははっきりと喉を鳴らして笑った。

　飲み会の帰り道だったか、それとも、偶然にも通勤のタイミングが重なった朝だったか。何かの折に、身長は百八十センチを少し超えたくらいだと言っていたことを思い出す。

　二十センチ近い身長差を埋めるようにして彼の顔を見上げれば、同じく身長差に配慮してほのかの顔を見下ろす秋と目が合った。

　しっかりと絡み合った視線の中に優しさを、そして、瞳の奥に明確な欲望の気配を感じて、背筋に微かな震えが走る。

「それに、ドクドクしてる」

　誘惑に抗いきれず、今度は左手の指も彼の胸に添わせる。

　比喩でもなんでもなく、確かに鼓動する秋の心臓に、あるいは、大袈裟に言えば人体の神秘に、こんな時だというのに畏敬の念が湧き上がる。

　秋の心音だけではない。

　ほのかの心臓もまた、彼女自身にさえ手に負えないような速度で鼓動していて、秋に聞こえていないのが不思議なほどだ。

「そりゃそうだろうな」

　笑いを噛み殺したせいか、彼の胸が、今度はびくびくとはっきり震えた。決して薄いとは言えない、生命力に満ちた大胸筋が、その存在感をますます強める。

（うわ、すごい……）

　振動の余韻を楽しむべく、なだらかに隆起した胸板をそっとなぞると、くくっと押し殺しきれなかった低い笑い声が頭上から響く。

「ほのか、くすぐったい」

「あ、ごめ……」

　条件反射で手を引っ込めたけれど、次の瞬間、秋の大きくて骨ばった手に掴まれ、また彼の皮膚に押しつけられる。その拍子に、思った以上に強い力で引っ張られ、ほのかと秋の距離が歩幅一つ分縮まった。

　もともと、ちょっと手を伸ばせば触れ合えるような近距離だった。自然と秋の吐息さえ感じられるほどに近づいてしまい、思わず息を呑む。

「違う。そうじゃなくて、──触られるのが嫌なんじゃなくて、その、微妙な力加減で触られるのがくすぐったいだけ。だから、触るならちゃんと触って」

「……うん」

　なんとなく従順に返事をしてしまったのは、美術館の彫刻さえも凌駕するような美に圧倒されたせいか。

　左右の大胸筋の間に縦に走る溝を、手のひらで上から下になぞる。辿り着いた先に待つ、こちらもまた丁寧に鍛え上げられた腹筋にうっとりしてしまう。

「シックスパック……」

　感想にもならない、ただ事実を述べただけの言葉が、ふたりきりの静かな部屋に吸い込まれた。

　心なしか、大胸筋よりも高い熱を感じる腹直筋は、見た目を裏切らずはっきりとかたい。大胸筋を押した時に一瞬体験したぐにゅりとした感覚とは違い、こちらはひとつひとつのかたまりが力強く結束している感じがする。

「すごい……」

「そう？」

　感嘆のため息と共に漏れたほのかの感想に、秋がなんとも言えない声音で相槌を打つ。気持ちを抑えるような、くすぐったさに耐えるような、そんな声だ。

　秋が話した振動で、ちょうどおへそのあたりにある腹直筋が揺れ、ほのかの手のひらを押し返した。

　名残惜しい──、と思ったのも本音だけれど、さすがにいつまでもべたべたと異性の体を触るのは気が引ける。

　念願叶って、ほどよく鍛え上げられた男性の筋肉に直接触れる機会を得た。

　あわよくば上腕二頭筋や上腕筋も触りたい。そこにぷくりと浮かぶ血管の筋を指先で、あるいは舌でなぞってみたい。できれば、上腕二頭筋の長頭と短頭を触り比べてみたいし、広背筋も見てみたい。

　うずうずと湧き上がる煩悩を抑えつつ、本日何度目かの満足の吐息をつき、自身の手をそっと秋の肉体から引き離す。

　まるで磁石のようにぴたりと吸いつく彼の皮膚は、それだけで依存性がありそうだ、と馬鹿げたことを考えてしまう。少なくとも、それくらいには緊張と興奮で思考力が鈍っているのだろう。

　だからこそ、先ほどからドクドクと尋常ではないスピードで鼓動する自身の心臓の痛みも納得できる。

「もう、おしまい……？」

　ゆっくりとした、艶のある声だった。初めて聞く秋の誘うような男の声に、惚けた頭よりも腰が先に震えた。次いで、ぎゅっと収縮するようにほのかのおなかの奥深くが蠢く。

　生々しい性的な衝動に、自分の体だというのに戸惑いが走る。

「じゃあ、次は俺の番」

　秋の言葉の意味を噛み砕く前に、視界がぐわっと傾いだ。

　歩幅一歩分あったはずのふたりの距離は、その衝撃でゼロになる。

　数分前に自分がしたのと同じように、秋がほのかの胸のふくらみに触れる。

「待って、くすぐった……！」

　指先だけが触れるか触れないかの微妙なタッチで、こそばゆさに思わず身をよじれば、妖しく微笑む秋に「知ってる」と返される。

「俺も、さっきくすぐったかった」

　非難ではなく、ふざけているのだとわかるのは、秋の目も口もやわらかな孤を描いているからだ。

　けれど、彼の人差し指は止まることなく、ブラの縁をなぞり、カップに入り切らなかったふくらみを撫で、否が応でもほのかの官能を掻き立てる。

「ねえ、気づいてる？」

　屈み込むようにして上体を落とした秋は、ほのかの耳元に唇を寄せると、意味ありげな囁きを直接彼女の鼓膜まで流し込む。

「ここ、立ち上がってきた」

　どこを指して言っているのか、聞かなくてもわかった。

「ぷくっとしてて、かわいい」

　それなのに、わざわざ指摘するように、秋の人差し指はやすやすとブラのレースを乗り越え、その中央に鎮座する尖りをそっと爪の先で弾く。

「んっ──！」

　甘ったるい声に気を良くしたのか、秋が繰り返し、けれど単調にならないだけの強弱をつけて同じ動作をする。

「……ぁ、んっ！」

「ねぇ、ほのか」

　気の置けない同期として名を呼ばれていた時とは全く違う、原始的な熱を孕んだトーンに、太もものつけ根が反応してしまう。

「ちゃんと裸になって、俺とくっついてみる──？」

　蠱惑的な提案と、誘惑するように押しつけられる熱くてかたい胸板。

　濡れたように黒い瞳が、今ははっきりと雄の欲を孕んでいるのもわかる。

『好きだ──』

　単刀直入にそう告げられた時の記憶が、まざまざと脳裏に蘇る。

「ちゃんと抱きしめたいんだ──」

「……ん」

　破壊力のあるかすれた甘い囁きに後押しされて頷けば、背骨のあたりに秋の手の気配を感じた。

　時の流れが止まったかのような感覚の中、ぷつりとブラのホックが外される。

　その解放感に無意識の息を吐き出した時には、外されたブラがスカートの横に放り出されていて、仕事だけでなくこんなところでも器用な秋に苦笑が隠せない。

　約束通り、一ミリの隙間もないくらいにほのかとぴったりくっついた秋は、右腕を彼女の肩に回し、左腕を腰に添える。

　図らずも、頬で上腕二頭筋のかたさを知ることになったほのかは、うっとりとした心地でまぶたを閉じた。

「どう？　気持ちいい？」

　抱きしめてくれる腕は、均整が取れている。

　行き場をなくした自身の両手を広い背中に回せば、なめらかな肌と、その下の強靭な筋肉の存在を感じ取れる。遠慮がちにぶつかる脚も、秋のそれはしっかりとかたく、ほのかの憧れている肉体美を具現化したものだ。

　つんと尖った乳頭は、異性の平べったい胸に押しつぶされ、ほんの少し身じろぐだけで転がされてそこから得も言われぬ快感が生まれる。全身を貫くような直接的な刺激に、自然、ほのかの呼吸が浅くなる。

「ほのか？」

　先ほどの質問の返事を促す呼びかけ。

「ん、気持ち、いい……」

　うっとりとした答えは、まるで自分のものとは思えない。

　自分以外の誰かの体温。しっとりと馴染む肌。抱きしめられ、庇護されることの安心感。

　ふわふわと夢見心地でいるほのかの顎が、ふいに秋の指に持ち上げられた。強制的に視線を重ねられ、焼けるように熱い眼差しを浴びる。

「じゃあ、もっと気持ちいいことしようか？」
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　梅雨入り前のぐずついた天気のことを指して、走り梅雨と言うらしい。

　たった今、スマホの天気予報アプリで見つけたばかりの知識を何の気なしに読み上げれば、同じテーブルを囲んでいた経理課の先輩の女性が、「へー、初めて聞いた」と、器用に紙パックの野菜ジュースのストローを咥えてうなずく。

　芸能ニュースや次の休日の予定、社内の人間関係など、他愛もない雑談。

　ほのかの勤務する、たちばな通信システム株式会社の経理部でのランチタイムの日常。

　たちばな通信システム──通称ＴＣＳは、日本でもそこそこの知名度の企業だが、福利厚生に関しては平均水準。都内の本社であれば社食があり、ワンコインでランチを食べることもできるらしいが、ほのかが所属する千葉の事業部ではオフィスビルに入るコンビニが関の山だ。

　けれど、それも割高で、メニューも代わり映えしない。結局のところ、今のように何人かの同僚で集まって、それぞれ持参したお弁当を食べるのがなんとなくの習慣になっている。

　特に約束したわけでもなく、思い思いにスマホをいじり、忘れた頃に会話が交わされる程度のゆるさだ。

（人間関係に恵まれてるだけマシなんだろうけど）

　高層ビルの十五階から見える曇り空を眺めながら、ほのかは、最後に残しておいた手作りの甘い卵焼きを咀嚼する。

　食後に化粧直しをして、それからゆっくりＳＮＳを眺めるのが日課だ。と言っても、キツめの印象になりがちな目元を気にして、薄めの化粧なので、さほど時間はかからない。リップを塗り直し、ハーフアップにしている髪をちょっと手直しする程度だ。

　女性の平均よりも高めの身長と痩せ型の体質はおそらく母方の遺伝で、クセのない髪も母親譲り。紆余曲折の末、就活以降は肩下の長さに落ち着いた。五月の大型連休の直後にヘアカットに行った時に、美容師の勧めで濃いめの茶色に染めたけれど、それでも全体的に地味で平凡な印象は拭えない。

「あ、ほのかちゃん！　小川くんが来たよ」

　席の都合で経理課の出入り口に背を向けているほのかに向けて、さきほどの野菜ジュースの先輩が声を大きくする。

　ほのかが振り返るのと、黒縁眼鏡の長身が彼女の背後に立ったのは、ほとんど同じタイミングだった。

「すみません、すぐにすみます」

　ぺこりと周囲に小さく頭を下げた秋は、屈み込むようにしてほのかにスマホの画面を差し出した。

「何、これ？」

「同期会。今夜。来る？」

　必要最低限の説明と、スマホの画面に映る飲み会のコース料理と思しき居酒屋料理の数々とで、ほのかは事情を理解した。

「あぁ。ごめん、返事し忘れてた」

　同時期に入社した中で、真っ先に退職していった男──津つ田だ航こう平へいが、久しぶりに仕事でこのあたりに来ているらしい。話の出所は知らないが、それならみんなで集まろう、ということになったようで、今日は朝から同期会のグループチャットが騒がしい。

　出欠を問うメッセージへの返事を後回しにしてすっかり失念していた。こうしてはるばるほのかのところまできてくれたということは、どうやら今回も秋が幹事役なのだろう。しかも、自分以外の回答は出ているに違いない。

　スマホの画面から、スマホの持ち主へ視線を動かす。

　黒縁のシンプルな眼鏡。清潔感のある短髪と、同じようにきっちりとした印象のスーツ。

　感情があまり表に出ない、典型的な理系男子の彼は、地味な印象を持たれがちなのに、その実、同期の中では中心的存在だ。天賦の才とも言えるリーダーシップとカリスマ性は誰もが認めるものだし、人当たりもいい。社内ＳＥというエリート街道を突き進むことからも、優秀な頭脳であることはうかがい知ることができる。その上、こうしてわざわざ経理課まで足を運び、無精者のほのかの出欠を確認してくれるしっかり者だ。

　なぜ本社勤務でないのか不思議ではあったが、先輩たちに「将来有望な社内ＳＥの新人は、あえて最初は千葉の事業部に配属される」と聞かされた。なんでも、事業部長がシステム設計のエキスパートで、彼のもとにいる数年の間に仕事の基礎を叩き込まれ、さらにその期間に複数の資格を取ることも推奨されるのだと言う。戦力になると判断されれば、即、本社に移動になるのだそうだ。

（会社で、密かに女子に人気があるのも納得だよね……）

　表立ってモテるわけではないが、「小川くんっていいよね」と言われる程度には好意を持たれていることを知っている。とうの本人は、そんな女の子たちなど眼中にないのか、基本的には職場でも誰に対しても同じような態度でブレがない。

　だから余計に、秋と親しくしていると、目を引くのだろう。

　同期だから、こうして仕事以外での接点もある。そして、お互い社会人ともなれば、時と場合によってはプライベートな会話に繋がることも否定はしない。必然的に社内で短い会話を交わすことも増えるというだけなのに、なかなか周囲がそれを額面通りに受け入れてくれないのもまた事実だ。現に、今もふたりの会話を盗み聞きしている先輩たちは数多くいるに違いない。

（大人になってからできた、ただの貴重な男友達、ってだけなんだけどな。だいたい、秋の方だってそう思ってるだろうし）

　ほのかと秋に限らず、ふたりの代の同期は性別を問わず総じて仲が良い。

　だいたい月に一度は開催される飲み会。重要度に関わらず頻繁に活用されるグループチャット。全員が分け隔てなく名前で呼び合う関係。

　女子校育ちのほのかにとってそれは新鮮で、同時に、部署は違えど入社以来ずっと切磋琢磨してきた彼らはみんなかけがえのない存在だ。

「──のか？　ほのか？」

「え、あ、ごめん。飲み会だっけ？」

「そう。ぼーっとしてる？　具合悪い？」

　心配そうに眉根を寄せた彼は、まるで実家の母親のように今にもほのかのおでこに手を伸ばしかねない。慌ててキャスターつきの椅子で数センチ後ろに下がり、「大丈夫」と笑顔を浮かべる。

「秋は参加するんでしょ？　まだ間に合うなら私も出席しようかな。久しぶりにみんなともおしゃべりしたいし」

「わかった。じゃあ一応参加ってことにしとくけど、調子悪いなら無理するなよ」

「そんなんじゃないって。大丈夫。ちょっとぼーっとしてただけ」

「それならいいけど」

　全然納得してないトーンでそう言う秋がおかしい。

　それでも彼は回答を得たことで職務完了と考えたのか、「じゃあ、また夜に」と微笑んだ。

　来た時と同様に、颯爽と部屋を出ていく秋の後ろ姿に、隣にいた別の先輩がほのかの肘をつついた。

　今年三十歳を超えた彼女は、以前、臆面もなく秋を褒めちぎっていたものだが、そういえば最近は聞かなくなったな、とふと気づく。その代わり、ほのかに毎度同じことを問うようになった。

「ねえねえ、本当にほのかちゃんって小川くんと付き合ってないの？」

「付き合ってないですって」

　またその話題か、と軽く笑い飛ばせば、お弁当箱の蓋を閉じながら、対面の先輩も同意するように頷くのが目に入る。

「本当に付き合ってないです」

　軽い感じでいつもと同じ返事をすれば、ゴシップ好きの彼女たちは理解不能とでも言いたげな顔を見せる。眉の寄った先輩たちに、失礼だと思いながらも、ほのかは苦笑を隠しきれない。

「えー、なんで、もったいない！　もしかして小川くんってほのかちゃんの好みのタイプじゃない？」

「なんで私に決定権がある前提なんですか。そもそもそういう対象で見たことないですって」

　話を掘り下げようとする一同を笑顔でかわすのも、テンプレート通りの雑談の流れだ。秋が経理課に顔を出すたびに繰り広げられるやりとり。

　さすがに幾度も同じ会話を繰り返しているだけあって、幸い、先輩たちの話題は、あっけなく他へと移っていった。

　駅で見かけたイケメンについて語る先輩を視界に入れながらも、ほのかは、彼女に訊かれた質問を反芻する。

（好みのタイプ、ね）

　律儀に心のうちだけで返答をすれば、思考は自ずと秋のことへと移っていく。

　たった今、見送ったばかりの秋の後ろ姿。業務上、服装は節度ある範囲内であればカジュアルなものでも許されるのに、彼はいつもスーツを着用している。それも、どちらかといえば、線の細いシルエットのものだ。理系そのものといったシャープな印象の眼鏡も、どちらかと言えば色白な肌も、彼の草食系らしい雰囲気を後押しする。

（恋愛に興味がないわけじゃなくて、まだ本気で好きって思える人に出逢えないだけなんだけど）

　どんな男性が好きなのか？　世間話のついでにそう問われたら、無難に「優しい人」と返すのが常だけれど、本当の理想を言えば、健康的に体を鍛えている人がいいな、とは思う。

　自分はいわゆる筋肉フェチなのだろう、と自覚したのは高校生の頃だったか。それも、ボディービルダーのようながっちりむっちりの筋肉質な体型ではなく、いわゆる、細マッチョと言われる体型に惹かれるたちだ。

　手元のスマホに映し出されたＳＮＳの画面を眺めながら、ほのかはうっとりとため息をついた。

　鍛えられた厚めの胸板、腹直筋上部から外腹斜筋にかけての陰影、くびれた腰と、平らなのに男性的な魅力を予感させる腹直筋下部──……。

　つい数分前に投稿された写真は、海外の有名なアクション俳優の自撮りで、ほどよく筋肉のついた体つきは、純粋に美しいと思う。

　それと同時に、つい十分ほど前の先輩との会話を反芻し、やはり理想と現実は違う、と小さく嘆息した。

（こんなふうにきれいに体を鍛えてる男の人って、現実にはいないよね。それに、見た目だけで人を好きになるのも失礼な気がするし……）

　白昼での夢想が行きすぎないように自制しつつ、ほのかは、再び小雨のぱらつき始めた窓の外に視線を向けた。
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　氷が溶けて薄くなったオレンジジュースを飲み干し、スマホで時計を確認する。

　二時間歌い放題のコースだったから、いつも通りであれば、あと一時間弱で解散の流れになるだろう。実際、同期会でよく利用するチェーン展開の居酒屋で乾杯し、二時間の飲み放題で盛り上がり、そのまま駅近くのカラオケになだれ込んだところまで含め、いつものパターンだ。

　マイクを握り、数年前に流行ったアップテンポの曲を熱唱する元同期の津田と彼に手拍子を送る面々を一瞥し、トイレに行こう、と席を立つ。

　カラオケルームの密室の息苦しさは、廊下に出た直後にやっと実感できるものだ。

　無意識に深い息を数回吸えば、一杯だけ飲んだ生ビールのアルコールと酸素不足でぼんやりしていた頭が活動を始めるのを感じる。

　廊下のつきあたりを左に曲がり、手前に男子トイレ、奥に女子トイレ。

　用を済ませ、手を洗って廊下に戻れば、タイミング悪く、一番近い部屋のドアが空いたところだった。ぞろぞろと廊下に出てきたのは、大学生らしい男ばかりの五人組。馬鹿笑いも、品のないジョーク混じりのやりとりも、耳障りで五月蝿いのは、彼らも酔っているせいか。

　五人のうちの一人は、ほろ酔いを通り越し、泥酔に近い。そんな彼を介抱するように歩くせいで、結果的に五人がほのかの行く手を阻む。

　それでも、立ち往生していても仕方がない、と、「すみません」と声だけかけて隣を通り過ぎようとした。

　その瞬間。

　おしりに明らかな違和感を覚えて、すっと背筋が冷えた。鷲掴みにされた、というほどではないが、触られたことは間違いない。

　振り返れば、赤ら顔で品のない笑いを浮かべる男と目が合う。

「おねえさん、かわいいね。俺らと飲みに行こうか？　なあ？」

　何がおかしいのか、ヘヘッと高らかに笑うのは、明らかに五人のなかでいちばんガラが悪そうな酔っ払いだ。周囲の男たちは、目だけでめんどうくさそうにしながらも、仲間の暴走を止める気配はない。厄介なことに、このグループのリーダー格がこの泥酔男らしい。

　社会人を一年もやっていれば、酔った男に絡まれた経験も皆無というわけではない。

「すみません。職場の人たちと一緒なので」

　気持ちを押し殺し、努めて静かな口調で断りの文句を口にする。けれど、明らかにほのかの拒絶が理由で目が据わった男は、やんわりとなだめようとする仲間の制止を振り切った。

「──んだと!?　てめぇ、ちょっと美人だからって……！」

　語彙が乏しく、その上、呂律の回らない、ボリュームばかり大きな暴言。

　締まりのない口調と同じ、ふらつく男の体。

　唯一厄介なのは、若い男が右の拳を握ったことだ。

　ヤバいかも──、と思ったのと同時に、気配もなくほのかの背後に近寄った誰かが、彼女を後ろから引き寄せた。次の瞬間、ほのかの視界に秋の背中が映り込む。

「何か？」

　明瞭簡潔な問いだけで、この場の支配者が誰なのかはっきりとわかる。そんな怜悧な研ぎ澄まされた声だった。

　弱肉強食、という言葉が、ほのかの脳裏に浮かぶ。

　あの、とか、いや、とか、曖昧な返答が周囲の男たちの口から聞こえ、彼らは互いに目配せし合う。

「──おい、もういいや。行こうぜ」

　時間にして数秒。長くても一分。しばらく秋と対峙していた大学生風の男は、気を削がれた風を装って、急にそう言い放つと仲間を連れて去っていった。けれど、彼が己の劣勢を感じ取り、尻尾を巻いて逃げ出したことは誰の目にも明らかだった。

　如才なく、彼ら全員の姿が見えなくなるまでほのかを背中に庇っていた秋は、そこでやっと彼女の方を振り返った。

　つい数分前に発していた緊迫した雰囲気など嘘のように、一瞬だけふわりと笑いかけられ、条件反射で安堵する。

　それと同時に、酔っ払いの大学生さえもあしらえなかった自分が口惜しくもあり、情けなくもある。いちいち同期の彼の手を煩わせてしまう自分が歯がゆくて、つい癖で唇を噛み締めた。

　そんな彼女の心境を慮ってか、無言のままにほのかを見つめる秋に、それでも「ありがとう」と声を振り絞る。

「いや、ごめん。俺がもっと早く様子を見に来られば良かった。怪我はない？」

　善良な同期の、善良な謝罪。

　申し訳ない思いで、ぎこちなく笑顔を作る。

「大丈夫だよ。ちょっとびっくりしただけ」

　通勤中の満員電車やエレベーター、あるいは飲み会の席。秋と至近距離になったことは何度もあるが、なんでもないところで触れ合いそうなほど近くにいたことはない。

　急速に現実感を取り戻せば、ついさっきまでほのかを守ってくれていた背中や腕が、見かけよりもずっしりと強靭だったように感じられて、こんな時だと言うのに速まる動悸を抑えられない。

　真剣にほのかを案じてくれている秋に、もう一度「大丈夫」と微笑む。

　みんなのところに戻ろう、と振り返ろうとした時、ふわっと体が傾いた。バランスを崩した彼女の肉体は、ぴくりとも揺らぐことのない男の上体に抱きとめられる。

「──いいから。大丈夫じゃないなら、俺の前では無理しなくていいから」

「……秋？」

　身じろぎも許されないほどにきつく抱きしめられ、戸惑いが隠せない。まして、かがみ込んだ彼に耳元でそんな甘やかなことを言われて、どうしたらいいのかわからない、というのが本音だ。

「ね、秋……あの、冗談は──」

　おおいかぶさるような抱擁。逞しい肉体と、耳元にかかる熱い息。

　ほのか、と低く名前を呼ばれ、どくどくと鼓動を速める胸が甘く苦しい。

「好きだ。ずっと必死で隠してたけど、ほのかが好きだ」

「……う、そ」

「嘘じゃない。最終面接の日に一目惚れして、それからずっと好きだった」

「え、ちょっと、──ちょっと待って！」

　今度こそ本当に動揺し、体を捩るようにして秋と距離を取る。先ほどとは違い、少しだけ離れることを許されたが、それでも互いの呼吸が顔にかかるくらいの距離で見つめ合ったままだ。

　黒縁の眼鏡の向こうの、燃えるように強い意志を孕んだ双眸。

　不思議と、視線を逸らそうとは思わなかった。ただ、せめて心を落ち着ける時間だけが欲しくて、とても自分のものとは思えないか細い声で「待って」と繰り返す。

　逃げ出すとでも思っているのか、秋の右手はほのかの二の腕を掴んだままだ。白地にシルバーのストライプのカットソーは、初夏らしい薄手のもので、頼りない布地越しに秋の力の強さと熱を感じる。

「ごめん。こんな時に言うのは卑怯だったよな」

　本日何度目かわからない謝罪の言葉と共に、秋の手から力が抜ける。ほのかを案ずるような彼の声が続いた。

「顔色、悪い……」

　心配そうな顔。心細げに寄った眉根。ほのかの顔に触れようとしたのか、秋の手が再び持ち上がったけれど、宙で止まった。無意識に目で追った彼の手は男らしく筋張っていて、今日初めて見たわけでもないのに、なぜかどきりとさせられる。

「ごめん。今日は、先に帰るね」

　視線を泳がせながらの早口に、ほのかの動揺は明白で。

　この場から逃げ出す発言に、秋の動きが一瞬だけ止まった。

　どうしてこんなにはっきりと先に帰るなんて宣言をしたのかわからなかった。ただ、今の状態で他の同期のメンバーと談笑できるはずもない。

「……わかった。俺も一緒に帰るよ」

「ひとりで大丈──」

「ほのか」

　言葉を途中で遮るようにして、強い口調で名前を呼ばれる。駄々っ子に言い聞かせる、と言うより、途方に暮れた秋の懇願に聞こえなくもない。

　困ったように言葉を探す秋は、ほのかよりも先に落ち着きを取り戻したらしかった。

「好きだ、なんて言っておいて警戒されるかもしれないけど、ほのかが嫌じゃなければ、送らせてほしいんだ。その……心配だから」

　頼む、と重ねて言われてしまえば、拒めるはずもない。

　もとより、帰る方向が同じふたりだ。偶然にも、独身寮として会社が借り上げているアパートで、同じ建物の違う階に住んでいるせいだが、同期会の夜は一緒に帰るのが当たり前になっていた。

　実際にかなり顔色が悪かったのだろう。

　盛り上がっているカラオケルームに戻り、体調不良を口実に先に帰ると他のメンバーに告げると、ほのかの方が恐縮してしまうくらいに心配された。彼女を送るという理由で幹事の秋が中座することになっても、誰も意義を唱えなかったほどだ。

　昼過ぎに降り始めた雨は、夕方一時的に強まったが、二次会のカラオケにいる間に上がっていた。

　タクシーに乗ろうか、という提案を断り、秋とふたりで電車に乗る。乗り換えなしで、最寄り駅から寮までの徒歩の時間も含めて、およそ五十分。けれど、ほのかを気遣ってか、秋が普段よりもゆっくりした速度で歩いたせいで、アパートのエントランスに到着した頃には、ずいぶん遅い時間になっていた。

　これもまた、一緒に帰った時の習慣で、ふたり一緒に郵便受けを確認する。空っぽのほのかの郵便受けに対し、秋の方は折込やダイレクトメールが数通届いていたようだ。そのうちの一通に目を通した彼が、嬉しそうに「あいつ、結婚するのか……」と、呟いた。

　そっと盗み見ると、彼が手にしているのは、真っ白な封筒だ。どうやら友達か誰かの結婚式の招待状らしい。

　《結婚》の一言に、瞬時に秋からの告白を思い出してしまい、ほのかの頬が熱くなる。

（さっきの告白、本気、なのかな……？）

　一時間弱の帰り道、秋は、ほのかの方が困惑してしまうくらい普段どおりだった。ぽつりぽつりと話したのは、最近飲んでみて美味しかったビールや、ついつい夜ふかしして観ているという海外ドラマのことだけ。

　ほのかの視線に気づいたのか、秋が顔を上げた。待たせていると勘違いしたのか、ごめん、と小さく口にして、エレベーターのボタンを押す。ちょうど一階で止まっていたようで、すぐにドアが開き、ふたりで乗り込んだ。

　三、四、と二つのボタンを押すのも秋の役目だ。

　三階のほのかが先に降り、ドアが閉まるところで笑顔で別れる──、何度も繰り返してきたことなのに、上昇していくエレベーターの中で胸が苦しくなる。

　目的地到着を告げる耳障りな音が、静寂を切り裂いた。

「……あの、じゃあ、お疲れ様」

　ぎくしゃくと挨拶を済ませ、通路に出ようとしたその時、ほのかの腕が、また熱を持った。

　頭だけを動かして振り向けば、彼女を見つめる真っ直ぐな視線とぶつかる。

「さっき言ったあれ、本気だから」

　喉が乾き、口が乾く。秋の真剣な表情に圧倒され、声を出すこともできなかった。こくっと頷くので精一杯で、ちょうど目線の高さにある秋のネクタイに視線を据え直す。

　異性から告白されたことはおろか、こんなに熱を帯びた眼差しを、声を、思いをぶつけられたことも初めてだ。どう受け止めれば良いのかわからず、ただ脚がすくむ。

　けれど、早鐘を打つ心臓は、嫌悪ではない、もっと熱い感情に追い立てられているかのようだ。

「俺と付き合うこと、考えておいて」

　つむじに降りかかる声は掠れていて、秋も緊張しているのかもしれない、と肌で感じる。

　もう一度頷き、秋の拘束が緩んだ隙に「おやすみ」となんとか口にした。

　通路に飛び出た一瞬で見た秋の顔はやはり真剣そのもので、名前のわからない感情のせいで、ほのかの耳まで熱くなった。
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『俺と付き合うこと、考えておいて』




　そう言い残した同期のせいで、週末はまったく休んだ気がしないまま月曜日を迎えた。

　買い物の帰りに何気なく寮のベランダを見上げ、秋の部屋が視界に入って鼓動を速くしたり。

　夕ごはんのチキンカレーを作りながら、自分を守ってくれた広い背中を思い出して人参の代わりに手を切りそうになったり。

　洗濯物を干しながら、腕をつかまれた彼の体温と力を思い出して一人で赤面したり。

　秋を異性として意識したことはなかったけれど、嫌悪感はない。むしろ一緒にいれば話も弾むし、好意はある。

　その程度の軽い気持ちから交際を始めるカップルだって、ごまんといるだろう。

（──でも、もしも秋と付き合って、その先、別れることになったら？　その時は、きっと同期としての関係も元には戻らない、ってことだよね……？）

　つい後ろ向きに考えてしまうのは、秋と過ごす時間が心地良いせいだ。

　ほのかとて、二十四の普通の女だ。自身の恋愛経験は皆無に等しくとも、付き合った先に必ずしもハッピーエンドが待っているわけではないことも重々承知している。例えば、同じバイト先で付き合っていた男女が別れた途端に気まずくなってしまい、片方が職場を去っていった、なんていう悲しい結末を見たことはある。

（『考えておいて』って言われたけど、どうしたらいいんだろ……）

　ため息をつきながらも仕事に集中しようとし、結局、それさえも難しい一日だった。

　定時を十分過ぎたところで、今日はもう終わりにしよう、と、明日できることは潔く明日に回すことにする。万一に備え、急ぎの用件だけはきちんと片付けたことを入念に確認して、パソコン上のファイルを保存した。

　各種保険の申告云々で慌ただしい経理課だが、二年目のほのかはまだまだ戦力外だ。先週も、今の自分が役に立てるのかどうか甚だ怪しいものだ、と訝りながらも、社会人としてのマナーで先輩たちに手伝いを申し出れば、「来年に期待してるわ」と揃って笑顔を返された。

　聞けば、若手を守るその風習は、たちばな通信システム株式会社の伝統らしい。専門性の高い職種のせいか、経理畑に長々と在籍する者が多く、新人が配属されてもフォローできるだけの余裕があるのだろう。

　仕方なく、パソコンの電源を落とし、些か肩身の狭い思いをしながら荷物をまとめ始めたのが定時の二十分過ぎ。

　睡眠不足とまではいかないが、眠りが浅かったのか、なんとなく体がだるい。

　明日以降の仕事に備えて今夜こそゆっくりしよう──、そう思った矢先、正面のデスクにいる女性の先輩が「小川くん！」と明るい声を上げた。

　ある意味、今いちばん聞きたくない名前だ。

　それでも、恐る恐る振り返れば、案の定、ほのかの背後には見慣れたスーツ姿の秋がいる。短めの黒髪も、トレードマークの眼鏡も、その奥の微かに微笑む瞳もいつも通りのはずなのに、どぎまぎしてしまうのは、明らかに彼を男として意識しているせいだろう。

「……秋」

「残業……ってわけではなさそうだな？」

　きれいに片付けられたデスクと閉じられたノートパソコン。それらを確認した上で、自信ありげにそう問われれば、反論の余地もない。

「間に合って良かった。一緒に帰ろう」

「一緒に……？」

　しどろもどろのほのかの返答に、秋だけでなく、周囲にいた残業組の先輩社員も笑っている。

「ほんと、三浦さんの代は仲いいよなぁ」

「そうそう。この前も同期会したんだって？」

　会話に割り込んできた先輩社員の声に、「ええ」と答えたのは秋だった。

「小川くん、どうせなら今度、経理の飲み会にも顔出してよ！」

　からかうような口調で「いつも同じメンバーだから飽きちゃって」と冗談を続ける先輩に、また別の誰かが「ひでぇ」と笑うのが聞こえる。

「いいですね。ほのかが参加するなら、前向きに考えます」

　単なる冗談のはずなのに、自分の名前が秋の口から出た途端、とくんと心臓が大きく跳ねた。同僚の間を行ったり来たりしていた視線を秋に向ければ、それよりも先に自分を見ていた彼と目が合い、緊張と狼狽で全身の血が騒ぐ。

「じゃあ、帰ろうか」

　微笑む秋の口調も、態度も、今までと同じようでいて全く違うことを、肌で知る。

（なんか、甘い──？）

　恋人に対して取るような態度、といえば良いのだろうか。

　違和感を覚えたのはほのかだけではなかったようで、オフィスが水を打ったように静かになった。誰もが言葉に詰まった様子を隠そうともしない中で、秋だけが冷静だ。

「お先に失礼します」

「あ、すみません。お疲れ様です。お先に失礼します！」

　秋につられ、社会人としての条件反射で出た挨拶。

　口々に、「お疲れ」「ほのかちゃん、お疲れ様」と笑顔を向けてくれる同僚たちに軽く頭を下げ、半歩先を行く秋とエレベーターまでたどり着く。

　飄々とした彼の横顔を伺うと、視線はドアの上にある階数表示に向けられたままだ。

　運良く、一つ上の階に着いたばかりのエレベーターは、ほんの数秒でほのかと秋の前に空の箱を開けた。片手でドアを押さえ、ほのかに先に乗るように促した秋の動作は、考えてみればいつもと同じはずなのに、まるで恋人のようにエスコートされているようで気恥ずかしくなる。

　誰も来ないことを確認し、いくつかボタンを押した彼は、ふたりを乗せた箱が動き始めてやっと口を開いた。

「今朝、いつもと同じ電車に乗ってなかったな」

「あ、えっと……うん、まぁ」

　こういう時、寮生活は不便だ、とほのかは視線を泳がせた。横目でこちらを伺う同期の彼には、自分が彼を避けるために普段とは違う電車に乗ったことがバレているに違いない。

（秋、怒ってる……？）

　けれど、ほのかの不安とは対照的に、秋は口元を微かに緩める。

「──いや、いいんだ。正直、ほのかが同じ電車に乗ってなくてほっとした」

「……え、なんで？」

　秋の言ったことの意味がわからず問い返した直後、機械音と共にエレベーターのドアが開く。

　まだこれから仕事をするのだろう。見知った顔の男性二人がコンビニの袋を片手に立っているのが視界に入り、そんな彼らを避けるように一礼してエントランスのある一階で降りた。

　同じように彼らに会釈をした秋が、ほのかの隣に並び、駅に向かって歩き出す。

「もし俺の告白に返事をするつもりだったら、それが良いものであれ悪いものであれ、真面目なほのかだったら絶対に朝イチで直接俺に会って答えを聞かせてくれるだろう、と思ったから」

「あ、……うん、そうかも」

　理路整然と説明された内容は、ほのか自身が考えても、おそらくそうしただろう、という類のもので、思わず納得してしまう。

　立ち止まって秋の言葉を吟味し、頷いた彼女に、一歩先で同じように立ち止まった秋が、眼鏡のレンズの向こうで黒い瞳を優しく細める。

　建物の外は、近隣のオフィスビルに勤務する会社員も多く行き来しており、なんとなく気忙しい。

　後ろから来た通行人が、ふたりを追い越そうとしたのだろう。父親ほどの年齢の男性からほのかを庇うように伸ばされた秋の腕に、三日前の抱擁を思い出して赤面する。

　頬を染めたほのかに気づかないのか、秋はほのかの腕をそっと掴んだまま、口を開いた。

「今朝、駅で会えなかったから、──だから、まだほのかは返事を迷ってるんじゃないか、と思って」

　あの日と同じように、二の腕に添えられた手のひらがやけに熱い。それと同時に、揺れ動いている心の内を見透かされたようで気恥ずかしくもある。

「迷ってるなら、俺にもまだチャンスはあるな、と思ったから」

　穏やかなのに気持ちが籠もった口調に、居た堪れなくなって俯く。

　今日もまた、朝から降ったりやんだりのぐずついた天気で、視線を落とした先に小さな水たまりが見える。それに、少しくたびれてきた黒のローヒールのパンプスと、自分のそれよりもずっと大きな焦げ茶色のビジネスシューズ。

「散々待ったから、これからは遠慮しないでいくよ」

　秋の強い意志を感じさせる声に、結局またほのかはそっと顔を上げた。

　清潔に整えられた短めの黒髪。射抜くように彼女を見据える澄んだ瞳。ビジネスバッグを軽々と持つ大きな手。

「どういう、意味……？」

　聞かずにいられなかった。

　妖しく光った秋の黒い瞳が、獲物を前にした空腹の猛禽類を思わせる。

「俺を男として意識させて、思いっきりほのかをドキドキさせるってこと」

「……っ！」

　羞恥と高揚とが綯い交ぜになり、喉が詰まったようにか細い声しか出せなくなる。

　急に異性としての魅力を纏った秋は、けれど、その直後に仲間内でいる時だけに見せる悪戯っぽい笑顔を浮かべた。

「とりあえず、今夜はどっかで夕飯でも食って帰るか」

　明らかに意識的に軽いトーンに切り替えられた声色。

　何事もなかったかのように、ふいにほのかの腕から離れていった秋の手。

（あれ。待って。私、どうして今、寂しいって思ったの──？）

　寮の最寄り駅から徒歩圏内にある定食屋やカフェの名前を上げ連ねる秋に、上の空で返事をしながら、ほのかの意識は、数秒前まで彼が触れていた腕にだけ向けられていた。
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「……腕、痛むの？」

　突然の問いかけに我に返り、その時になって初めて、ほのかは、自分が右の二の腕をさすっていることに気づいた。

「ううん、違うの」

　慌てたせいで、声が上擦る。

（秋に触れられた時のことを思い出してた、なんて言えない……）

　秋のオススメだという隠れ家的なイタリアンレストランに行った帰り道。

　住宅地の中にひっそりと佇むそこは、彼が言った通り茄子とトマトをふんだんに使ったパスタも、デザートの枇杷のジェラートも絶品だった。

　ほのかの動揺を悟ってか、秋は、あの後、一度も告白の返事を催促するような素振りは見せなかった。

　こういうさりげなさが、秋の人徳なのだと思う。ずかずかと踏み込むわけでもなく、こちらへの配慮を充分にした上で、あくまでも彼の主張だけははっきりとさせる。同期会でのリーダー役はもちろん、社内ＳＥという、他部署との連携や調整能力を要求される職種で、彼が頭角を現しているのも納得だ。

　ふたりでの食事は気楽で楽しく、秋を変に意識していたはずのほのかも、ふと気づけば、和やかに笑っていた。

　秋と一緒の時間はいつだって楽しい。気遣い上手なところも、話題が豊富なところも、その一方で、聞き上手なところも、一緒にいて楽しい理由を挙げればキリがない。

（でも、それが〝同期〟としての秋だから楽しいのか、〝男〟としての秋でも楽しいのか、わかんないんだよね……）

　考えてほしい、と言われ、ほのかはほのかなりに真剣に考えている。けれど、答えが出ない。

　だた、この週末でうっすらと自覚し、オフィス前の一件で確信を持ったことがある。




　秋に触られるのは、嫌ではない。




　ぬくもりを思い出すために自身の手で同じ場所に触れてみても、秋に触れられた時のような安心感や高揚感は得られなかった。未練がましくさすっていた結果が、つい先ほどの秋の問いかけだ。

（早くちゃんと返事をした方がいいに決まってるのに……）

　焦れた思いで、ついつい唇を噛み締める。

「俺、その横顔を見てほのかを好きになったんだ──」

「……え？」

　いつからほのかの方を向いていたのか、つむじより上から降ってきた低い声は、真剣そのものだ。

（横顔、好きになった……？）

　よくわからない秋の言葉に、その先を促したつもりなのに、あっさりと受け流された。代わりに向けられたのは、薄暗がりでも充分にわかる真摯な眼差しで、途端にまた心臓が五月蝿く騒ぎ出す。

「ねえ、ほのか。今は俺のこと好きじゃなくてもいいよ。必死すぎて格好悪いって自分でも思うけど、あまり難しく考えなくていいから、俺と付き合ってみてほしい。絶対、大事にするって約束する」

　不安。緊張。それを凌駕するほどの、誠実さ。

　熱を帯びた秋の視線は、いたたまれなくなるほどにまっすぐで、キュッと心が締めつけられる。それも、今までに経験したことのないような、甘くて歯痒くて苦しいのに、それ以上にもっと欲しくなるような胸の高鳴りだ。

「……お願い、します」

　熱っぽい口調に絆されたのか、流されたのか。

　蚊の鳴くような声で出した結論に、ほのかよりもむしろ、秋の方が狼狽したのだろう。赤くなった彼の耳を見て、説明のつかない満足感を覚えた。
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「それでは、これより最終面接を行います。番号を呼ばれた方から順に──」

　手慣れた様子で就活生たちに指示を出す人事担当の女性を視界の隅に捉えながら、秋は、想定される質問内容とそれに対する返答を脳内で反芻していた。

　第二希望、第三希望の企業からはすでに内定をもらっているが、本命の《たちばな通信システム株式会社》の役員面接ともなれば、自然と、背筋も伸びる。

　多少大袈裟な言い方をすれば、今日の面接次第で自分の人生が変わるのだ。

　親の意向で高校時代まで空手をやっていた。全国まではいかないにせよ、県内ではそこそこ名の知れた存在だったし、地方大会では敵なしだった。それでも、自分が本当に熱中できるものは空手ではない、と心のどこかで思っていたし、その答えは、高校時代に大型書店で偶然、プログラミングというものに出会ってわかった。

　惜しまれながらも、大学ではすっぱり空手をやめて、コンピュータの世界に没頭した。人間を相手にしていた時間より、コンピュータ・スクリーンを見ていた時間の方が長いかもしれない。そんな冗談が口にできる程度には、秋はコンピュータの世界にのめり込んでいたし、さまざまな勉強に勤しんでいた。就活も、当然、コンピュータやＩＴ関係に絞った。

（……俺が呼ばれるまで、まだしばらくかかりそうだな）

　規則正しく並べられた折りたたみ椅子に番号順に座っているだけだ。前方のライバルたちが少しずつ面接室に呑み込まれ、そして吐き出されていく様子は否が応でも目に入る。

　面接を終え、ある者は達成感に満ちた表情で、またある者は気の毒になるくらい真っ青な顔でドアを開けて外に出てくるのを何の気なしに眺めていた。

　けれど。

（そういえば、先週受けた会社の結果がそろそろ出る頃だな……）

　秋の前に座る就活生はまだ多く、自分の番まで時間がかかることは間違いない。メールのチェックでもしておくか、と足元のビジネスバッグにかがみ込んだ時だった。

「──失礼しました」

　高すぎず低すぎない、落ち着いた声が微かに聞こえた。

　条件反射で目を上げた秋の視線の先に、少し小柄な女の子の後ろ姿が飛び込んできた。

　ひとつに結わえた少し長めのストレートの黒髪。同じく、真っ黒なリクルートスーツはシンプルなジャケットと膝丈スカート。色白でかたちの良いふくらはぎ。この会場だけで同じデザインを十足は見つけられるだろう、飾り気のないローヒールのパンプス。

　頭のてっぺんから、文字通り、足の先まで視線を這わせた。

　それだけでは飽き足らず、振り返った彼女の佇まいにも、目を奪われた。

　秋の熱視線にも気づかずにその場を去ろうとする名前も知らない彼女は、面接室のドアから数歩だけ距離を取った瞬間、キュッと唇を噛み締めた。その凛とした横顔に、秋は心臓を射抜かれたような衝撃を受けた。




　一目惚れ。




　まさか自分が、とか、たった一度見ただけで、とか。

　思うところは多々あったはずなのに、あっさりと、頭よりも先に心が理解した。

　けれど、当然、面接場所で彼女に声をかけることもできず、後悔する間もなく番号を呼ばれて。

　力みすぎなかったことが結果的に良かったのか、後日、採用通知を受け取った。

　運良く一目惚れした彼女も《たちばな通信システム株式会社》の内定を勝ち取ったのだと知ったのは、無事に再会できた事前研修の時だ。

　グループワークの自己紹介で三浦ほのかという名前を知り、緊張した面持ちながらも意思の強そうな眼差しを煌めかせる様子に、またしても目を奪われた。

　──再会、と思ったのは、無論、秋の方だけだったし、実際、最終面接の場では一言も話したことはなかったのだから再会という言い回しもおかしいのだろうが、そんな瑣末なことはどうでも良かった。

　いきなり接近しても不審がられるだけだろう、と踏み、まずはほのかとの距離を縮めようと奮闘した入社一年目。

　幸い、同期のメンバーに恵まれて、定期的に飲み会を企画し、話をするまでにはなった。会社の寮が借り上げのアパートだったこともあり、飲み会の帰りに一緒になることも多かった。雑談の中でさりげなくほのかの交友関係を探り、付き合っている相手がいないことも知った。

　誤算は、ほのかが思った以上に〝同期〟としての秋を、──いや、同期としてのメンバー全員を気に入ってしまったことだ。

　女子高から女子大に進学し、絵に描いたような男女の友情をことのほか喜ぶ彼女に、己の邪な異性としての思いをぶつけることなどできず。

　かと言って、今更ほのかを諦めることもできず。

　オフィスの外で見る、無邪気な笑顔。誰にでも分け隔てなく接する実直な一面と、表立って動くことが多い自分をそっとサポートしてくれる気配り上手な一面。それに、仕事の合間に見せる、自分を律する凛とした横顔。

　気の置けない仲間としての立ち位置を手に入れたことで彼女の魅力を知り、どんどん惹かれていく気持ちを抑えきれずに、時間ばかりが過ぎた。

　「大丈夫」が口癖のほのかを微笑ましく思う一方で、思いが募るほどに、彼女を守りたいという衝動も高まっていった。

　だから、若い男たちに絡まれていたほのかを見た瞬間、今まで積もりに積もった願望が溢れ出たことも、必然と言えた──。
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　『今度の土曜日、デートに行こう』と誘われたのは、告白された翌日の晩のこと。残業だった秋から電話がかかってきたのが、午後十時を少し回った頃合いで、ほのかはちょうどお風呂上がりに部屋でくつろいでいたところだった。

　ただの同期だった頃も、何かの用事で電話で話したことはあったかもしれない。けれど、駅に着いたばかりだという秋が、開口一番『早く声が聞きたかった』などと言った瞬間、自分たちの関係が今までとまるで違うことを実感した。そのギャップにほのか自身の気持ちがついていけずにいることも本音だが、それを押し隠すように黙りこめば、スマホの向こうで秋が困ったように苦笑したことも記憶に新しい。

　週末も天気が悪そうだから、と、映画を観に行くことを提案され、待ち合わせの時間と観る映画のタイトルもその短い電話のうちに決まった。

　そして、デート当日。

　映画の上映時間に合わせて、お昼過ぎに部屋の玄関先まで迎えにきてくれたところから始まり、映画館が併設されたショッピングモールまでの電車での移動から映画のチケットの購入、果ては、映画の後の少し早めの夕ごはんのお店の予約まで、秋のエスコートは完璧な紳士のそれだった。

　秋に微笑まれるたび、甘く名前を呼ばれるたび、そして袖や指先が触れ合うたび。要するに、秋がいつもと違って男の──彼氏としての一面を見せてくれるたびにずっと心臓がドキドキさせられている。そのせいで、朝からずっと雲の上を歩いているかのように心許ない。

　だからこそ、駅から寮まで歩く帰り道、悶々とほのかが悩むのは、数分後に自分の取るべき行動だ。

（このまま帰ってもいい、のかな……？　それとも、お茶でもどう、って誘うべき？）

　中学生の頃、当時憧れていた男の子と夏祭りで待ち合わせをしたのが初デートの思い出。結果的に、その噂を聞きつけた同じクラスの友達が何人か押しかけてきてしまい、デートらしいデートとは言えずに終わった。その後、当時の学力よりも偏差値の高い高校を志望していたこともあり、特定の男の子と親しくなることもなかった。第一志望の女子高に入学してからは異性との接点はほぼゼロ。エスカレーター式に進学した女子大ではバイトやサークルを通して男の子と話す機会もあったけれど、二人きりで出かけた経験もない。

　当然、男女で出かけた日の終わりにどうしたらいいのか、なんて、わかるはずもない。

（──彼女なのに、変に意識するのもおかしいのかな）

　映画の感想を語りながらご機嫌で歩く秋の横顔を、ちらりと見上げる。

　今日の彼は、グレージュのＴシャツに黒のスラックスパンツを合わせ、青みがかった薄手の長袖シャツを羽織っていた。足元のスニーカーは夜でも目立つ鮮やかなブルーで、落ち着いた色合いの中にもさりげなく遊び心が感じられる。

　一方、ほのかの方は、黒の半袖のシフォンブラウスに、白地にブルー系の小花模様の散った膝丈のフレアスカート。寒さ対策も兼ねてデニム素材のジャケットを重ね、焦げ茶色のバッグと、同系色のパンプスだ。無難なコーディネートに逃げてしまった自覚はあるが、秋の私服の傾向がまったく掴めなかった上に、何しろ急だったから服を新調する暇もなかった。それでも、デートと呼べるような経験も乏しいほのかにとって、精一杯の努力の結晶だと言える。

（デートだからって映画のチケット代とか払ってもらっちゃったし、やっぱりお茶くらい出すべき、だよね……？）

　駅の改札を抜けた辺りからずっと考えているのに答えの出ないまま、ふたりの眼前にはアパートのエントランスがある。

　嫌だから困っているのではない。むしろ、秋と一緒にいる時間が楽しくて、──それも、彼氏として甘すぎる秋の隣が居心地が良すぎて困っているのだ。

　率直に言うと、まだ離れがたい。

　好きだと告白されて以降、秋のペースに流されている自覚は、十二分にある。

　好きじゃなくてもいいから付き合って、という彼の半ば懇願にも似た言葉に頷いて、幾日かが過ぎた。

　秋の『おはよう』のメッセージから始まる一日は、漫画や小説の中でしか知らなかったような溺愛に満ちている。職場で二人の関係をオープンにすることはまだやめておきたい、というほのかの意向を尊重してくれているが、正直、バレるのも時間の問題だろう。

　今までも通勤の電車が同じになることは多々あったし、隣に並んで出勤することも珍しくはなかったけれど、秋の態度が、とにかく甘い。ほのかと一緒にいることが嬉しくて仕方ないのだ、と言わんばかりの満面の笑みで、それを目にした経理課の同僚に「早く付き合っちゃえば？」とからかわれたのも記憶に新しい。それくらい、秋はストレートに自分の気持ちを伝えてくれている。

「──ほのか、もしかして疲れた？」

「え？　あ、ううん。ごめん、大丈夫」

　条件反射で口癖の『大丈夫』と返し、そこでやっと自分がエレベーターに乗っていて、しかも自分の降りる階でドアが開いている状況を把握した。自動扉が閉まってしまうことのないように『開』ボタンを長押ししている秋は、怪訝そうというより純粋に心配そうだ。

「あ、あのね、秋、……えっと……」

　今日はありがとう、と礼を告げるべきか、おやすみなさい、と言うべきか、それとも、お茶でもどう、と誘うべきか。頭が真っ白になったほのかに、秋は、眼鏡のレンズの奥の目を細める。

「ちょっと話したいことがあるから、少しだけお邪魔してもいいかな？」

「……話したいこと？」

　深刻な響きには聞こえないが、気になる言い回しだ。

「そう。電話だと聞きづらいことだし、できればちゃんと会ってる時に話したいんだ」

　思い当たる節はないが、秋がわざわざそんなもったいぶった言い方をするのはよほどのことなのだろう、とわかる。

「わかった。いいよ」

　もとより、デートをこのまま終わらせていいのかどうかで悩んでいたのだ。断る理由もない。

　ほのかの同意を合図に、ふたりはエレベーターを降り、無人の通路を歩いて、奥から二番目の部屋に辿り着く。

「ただいま」

　ひとり暮らしだというのについ帰宅の挨拶をしてしまうのは、会社員になるまでずっと実家で暮らしていた名残だろう。

　来客の予定はなかったけれど、それなりに片付いている部屋をざっと見回し、律儀に玄関で待っている秋に「どうぞ、入って」と声をかける。

「おじゃまします」

「散らかっててごめんね。どっかそのへんに適当に座ってくれる？」

　急いでお茶を用意しよう、と冷蔵庫の中身を確認するためにキッチンの方を振り返った。その瞬間、ちょうど背後に立った秋の両腕がほのかの体に伸び、まるでダンスでも踊るように彼女をくるりと半回転させた。一瞬で視界に映る景色が変わり、いつになく真剣な眼差しの秋しか見えなくなる。

「……秋？」

「聞きたいことがあるんだ」

　つい先ほど、エレベーターの中で言われたのと同じことを復唱され、ほとんど機械的に、その先を促す意味で頷きを返す。

「ほのかって、もしかして、体鍛えてる男が好き……？」

　次いで例として挙げられた俳優の名前は、今日のデートで観た映画の助演俳優だ。

　シュッと引き締まった上半身、特に、ほどよく凹凸のある腹筋を思い出す。なんとなく気恥ずかしくて隠していた事実をこうもあっさり指摘されたことで、ほのかの頬がたちまち熱を持つ。

　これでは、返事は、火を見るよりも明らかだ。

「なんでわかったの……？」

　はっきりイエスと言う代わりにそう聞けば、案の定、「やっぱり」と心得顔で小さく頷かれる。

「今日、映画を観てた時にそうなのかなと思っただけ。あ、でも、この前、みんなでカラオケに行った時も、ほのかはミュージックビデオの中の上半身裸の男を目で追ってた」

　予想だにしていなかった指摘に、顔から火が出そうだ。

　がっちりと鍛え上げられたボディービルダーのような体型ではなく、細身の肉体に適度に筋肉のついた体型を見ると、ついうっとりと見とれてしまっている自覚はある。今日観た映画も、新進気鋭のマルチタレントがスタントなしで演じたというアクションシーンが話題になっているだけあって、ほのかは何度もその俳優に、──と言うより、その俳優の筋肉に目を奪われた。

　秋が言っていたミュージックビデオの件も、然り。

　無論、そこに恋愛感情は一ミリもない。言うなれば、芸術作品に陶酔するような心理に似ていて、西洋の彫刻や絵画を眺めているのと同列なのだ。

（あ、でも、彼氏がすれ違った女の人に見とれてて不愉快な思いをしたっていう体験談を聞いたこともあるし、私がしたことも秋に失礼だったのかも……？）

　デートどころか、恋愛経験自体が皆無の自分では、気づかぬうちにマナー違反を犯している可能性もある。

「あの、秋、私──」

「あのくらいの筋肉でいいなら、俺も鍛えてるよ？」

「……え？」

　ついうっかり「秋が？」と不信感いっぱいの声で続けるところだった。しかし、自制できたのは言葉だけだったようで、疑いの眼は隠しきれていなかったらしい。

　無意識に秋の上半身を一瞥したほのかは、視線を上げたところで彼と目が合い、自身の不躾さを悟る。それに対して、秋の方は、気分を害した様子もなく、くくっ、と小さく喉奥で笑った。

「いいよ。信じてないんだろ？」

「あ、ごめん。だって──……」

　気まずい思いを払拭するために、脳内でこっそり言い訳めいた言葉を続けてしまう。

（だって、全然そんな風に見えないし……）

　青系のシャツをさらりと着こなす秋は、どう見ても標準体型、──いや、痩せ型にしか見えない。

「見せる？」

　ほのかの思考を読んだのか、そう言った秋は、挑むようなからかうような眼差しを向けた。

（あ、また……）

　カラオケで酔った男に絡まれた時に見た、秋の余裕綽々の態度が記憶をかすめる。能ある鷹は爪を隠す、という諺があるけれど、あの時も今も、秋は些末なことを気にしないだけの度量の深さと強さを感じさせる、と思う。

　ゾクッと背中に鳥肌が立つのを意識しながら、ほのかは言葉に窮した。

　正直に言えば、もし本当に秋が体を鍛えているのなら見てみたい、という好奇心がある。

　葛藤するほのかをよそに、秋は無言を肯定と取ったらしかった。

　無造作に自分のシャツに手をかけ、躊躇なくそれを脱ぎ捨てた彼を見れば、確かに、Ｔシャツ姿でもその鍛えられた二の腕がよくわかる。

「俺、着痩せするんだ。もっと脱ごうか？」

　驚いて目を見張るほのかに、誘うように秋がそう囁く。

「いいよ、彼女だし。──ね？」

　余裕に満ちた声はどこかユーモアに満ちていて、こんな時だと言うのに彼の器の大きさを物語るようだ。

　返事は求めていなかったのか、彼女が声を発するより先に、おもむろにＴシャツの背に腕を伸ばすと裾を引っ張るようにして一気にそれを脱ぎ去る。

　少し乱れた黒髪を手櫛で整える様子に、正確には、それに合わせて隆起する逞しい上腕二頭筋と上腕三頭筋に見惚れた。どちらも適度なかたさと大きさで、強靭さの中にしなやかさが見て取れる。三角筋も、鍛えてはいるのだろうが、主張が過ぎることはなく、あくまでも全体のバランスは上品なまま。

　ほのかが最も魅力的だと感じる、完璧な造形の肉体美だ。

　明らかにされた男の美しさに、息をつくのも忘れていた。まばたき数回分の時間、たっぷりと秋の体つきに見とれ、やっと絞り出した声は、彼に聞こえていたかどうかも定かではなかった。

「……きれい」

　次いで視界に入った小胸筋も、大胸筋も、その下に続く割れた腹筋も、言葉を失うほどに美しい。

「本当に鍛えてる男が好みなのか。じゃあ、俺にもほのかに好きになってもらうチャンスはある──？」

　穏やかな声の裏側に言いようのない秋の切なさを感じ、それがはっきりしない自分のせいだと知っているからキュッと胸が痛む。

　視線を少し上げれば、それよりも前からほのかを見つめていたらしい秋と目が合った。

　己の狡さと申し訳なさを自覚すれば、彼女の表情から考えていることを読み取ったのか、秋の目尻が少しだけ下がる。

「──なんてね。俺、高校まで空手やってたんだ。鍛えてるのはその時から。大学でちょっとサボったけど、社会人になってまたジムに通い始めた」

　そう言って、寮から徒歩圏内にある全国展開のスポーツジムの名前を挙げる。

　思考のまとまらないほのかに気づいたのだろう。秋は、自然な様子で少しだけ首を傾げた。彼女を慮る時に秋が見せる仕草だ。

　職場で。通勤中の電車で。そして、今、目の前で。普段と同じように彼女を案じる彼に、こんな時だと言うのに、自分がどれほど秋に見守られ、心配され、さりげなく助けられていたのかを悟る。

「……そ、なんだ。知らなかった……」

　今までよりもずっと秋を異性として意識してしまい、新たな緊張で声が掠れた。

「触ってみる？　俺だけずっと脱いでるのはさすがに恥ずかしいから、ほのかも脱いでくれることが条件だけど」

　彼女が拒めば冗談にしてくれるような、明るくて軽い言い方だった。

　けれど、それが、真っ直ぐにほのかに気持ちをぶつけてくれる秋の優しさなのだと知っている。

　きっと彼は、ほのかがやんわりと断るだろうと思っているのだろうし、まだ彼女の気持ちが《友達》と《彼女》の間をふらふらしていることを理解している。

　どくんと心臓が軋んだように痛んだ。

（違う。違うの、そうじゃなくて──）

　まだまだ本当に彼女として秋のことを好きなのかどうかわからない。わからないけれど、異性として意識し始めているのは紛れもない事実で、秋の宣言通り、彼にドキドキさせられているのも事実だ。

「触りたい……」

　男性美に触ってみたいという欲求を、秋に触れてみたいという気持ちが凌駕する。さらに持ち前の負けず嫌いが重なり、気づいたらそう告げていた。

「秋に、触りたい……」

　彼の方が目を丸くしていて、内心ちょっとだけ優越感を覚える。

　緊張が五割、興奮が五割と判断した己の現状を、緊張と興奮が四割ずつ、残りの二割は非現実感だな、と修正する。

　どんなどうでもいい自己分析をしながらも、微かに震える両手でゆっくりと黒のシフォンブラウスのボタンを一つずつ外していく。

　秋の視線が、昨晩塗り直したばかりのクリアピンクのネイルに注がれるのを感じて、気恥ずかしい。けれど、不思議と恐怖や不安はなかった。

（相手が秋だから、かな……？）

　ブラウス、そしてキャミソールを脱げば、まだ一回しか使っていない薄いラベンダー色のブラに包まれた、少し大きめの胸が露わになる。

　秋が、小さく息を飲んだ気配がした。

「……きれいだ」

　ついさっきほのかが述べたのと全く同じ感想が、彼の唇からこぼれ落ちるのを聞きながら、白地に青の小花模様の散った膝丈スカートのホックに手をかける。

　一瞬の躊躇。

　ずっと足元に向けていた視線を恐る恐る上にあげれば、蛍光灯の白い光を浴びて、秋がゆるく口角を上げる。

　彼の熱を帯びた眼差しに煽られ、絡み合う視線を外せないままの状態で、スカートから手を離した。

　自慢できるほどの体型ではないし、こうして誰かに直視されるのは恥ずかしい。まして、相手は、全身から圧倒的な肉体美を発しているのだ。

　けれど、恍惚とした秋の表情は疑いようもなくて──。

　レンズ越しにもはっきりわかる、食い入るような漆黒の眼。強張った上半身の筋肉。無意識なのか、乾いた唇を舐める赤い舌。

　自分が秋の肉体に魅せられたように、彼もまた、自分に魅せられていることを本能的に悟った。
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　おずおずと秋の肉体に触れ、彼の熱量を充分に思い知らされた頃。




「──じゃあ、もっと気持ちいいことしようか？」




　秋の蠱惑的な発言に、本能的な期待で無意識にこくりと喉が鳴った。

　不敵に笑う秋に優しくそっと顎を持ち上げられ、半ば強引に視線を絡め取られる。彼に触れたことよりも、触れられたことの方が理由で心臓が激しく鼓動し、自分のものとは思えないような甘い呼吸ばかりが耳に響く。

「返事がないってことは、同意とみなすよ……？」

「……ん、……っ！」

　秋が屈んだ、と理解した時には、もう彼の唇がほのかの鎖骨に押し当てられていた。

　手で触られるのとは違う、もっとぬるりとした生々しい感触に意識を奪われる。その間にも、秋の唇が左胸のふくらみ、深い谷間、鳩尾、と順に下降していく。

「──映画で観た、あの俳優、同じことしてたね？」

　身体中に浴びせられるキスの合間に告げられた、端的な事実。

　なんのことだろう、と、うまく働かない脳で必死に記憶を辿れば、確かに、今日観た映画のワンシーンで俳優が恋人に啄むようなキスを繰り返していた気がする。全年齢対象の作品だったから、もちろんそれほど過激なシーンではなかったが、それでも世間でイケメンと評される美男子が恋人の首筋や胸元や腹部に口づけする場面はやけに煽情的だった。

「ねえ、ほのか。あの俳優にキスされたい、とか思った？」

　記憶の中の色褪せた俳優ではなく、今この瞬間、現実にもう一度押しつけられた唇の熱さに翻弄される。

　数秒遅れて、秋は、小さく水音を立てて唇を離した。両腕でほのかの腰を抱いたまま、膝立ちの状態で彼女の顔を一直線に見上げる。いつも見上げるばかりの彼の、甘えたような拗ねたような表情に、説明のつかない愛しさと甘く苦しい感情が湧き上がった。

　あまりにも必死にほのかを見つめる彼に圧倒され、声も出せない。

　それでもなんとか首を横に振れば、安心したように顔をほのかのおなかに押しつける。

　くすぐったさは何も肉体ばかりではない。自分の一挙手一投足に秋が喜んだり、嫉妬したりするせいで、心までむず痒い。

（こんな秋、見たことない……）

　お酒の席や仕事の帰り道に砕けた様子を見る機会はたくさんあったけれど、基本的にしっかり者でリーダー気質の秋だ。理系男子のステレオタイプのようなところがあり、合理的にものを考えているようだったから、恋人に対してこんなに素直に感情を表にするのだと知り、驚きを隠せない。

　それと同時に、自分がその彼の《彼女》なのだと否が応でも実感してしまう。

「……でも、映画俳優に見惚れてた罰」

　くぐもった声で、そう言われた。

「え？　あ、……ゃ、秋、そこ、だめ……！」

　腰を抱く左腕はそのままで、秋の右手だけがふわりとほのかの胸を包み込んだ。大きな手のひらの動きに合わせ、やわやわとかたちを変える乳房は、自分の体なのに信じられないくらいに卑猥で頭がクラクラする。

　張りつめた先端が秋の手に触れるたびに、ぴりりとした電流のような愉悦が足の先から頭まで走り抜ける。

「やわらか……それに、肌もすべすべで、俺の手に吸いついてくる」

　美味しそう、と言われたのは気のせいだろうか。

「ァ、ああっ！」

　伸び上がった秋に、ぱくんともう片方の乳嘴を咥えられた。そのままほのかに見せつけるようにちろちろと赤い舌で転がされ、柔らかな唇に食まれる様は、恥ずかしすぎるのに目が離せない。逃げ出そうにも、秋の強靭な腕が彼女の腰を抱き、身動きひとつままならない。

「ちっちゃいし、真っ赤。壊れちゃいそう」

「秋、それ、恥ずかしすぎる……」

　熱い粘膜に愛撫されるばかりではない。もう一方のかたい蕾は、秋の人差し指に弄ばれている。二か所同時に、けれど、別々の刺激が与えられ、それだけでもう頭が沸騰しそうだ。

「なんで？　かわいいよ。それに、ほのかの心臓、すごいドキドキしてる」

　返事を待つことなく、また胸の尖りが口に含まれる。指摘された胸の鼓動は確かに速くて、きゅん、と脚のつけ根が震えた。

　腰を抱いていた秋の手が、ゆっくりと背中を上がっていくのを感じる。

　力強い男の手は、背中の途中で止まり、数回円を描いて、また下へ下へと進む。やがてショーツの縁に辿り着いた指は、おしりのまるみをなぞり始めた。

「やっ、秋、もう立ってられない……」

　初めて知る感覚に、ほのかの膝は陥落寸前だ。

　滅多に弱音は吐かない、負けず嫌いの性格だけれど、今はもうそんな悠長なことは言っていられない。

　おなかの奥に燻る淫靡な熱が苦しくて、どうにかしてほしくて。

　その原因を作っているのは秋なのに、それでも、助けてくれるのも秋だと本能的に理解している。

「……つかまって」

　蜜のように甘やかな声音と、ふわりと浮かんだ身体、高くなった視界。

　抱き上げられたのだとわかって反射的に秋にしがみつけば、嬉しそうに喉を震わせた彼は揺らぐことのないしっかりした足取りで数歩進み、ほのかをベッドの隅に下ろしてくれる。

「ん、秋……」

「ほのか。好き──」

　性急に押しつけられた唇に、食べられるかのような錯覚を覚える。

　さきほど下着を取り去った時の手つきとは違う、欲望をひた隠しにする力強い大きな手が、ほのかの後頭部を抱え込むと、そのままベッドの上に押し倒された。

「……ん、っ……！」

　隙間から割り込まれた秋の舌が、熱い。

「──ぁ、……んっ」

　彼は、探るようにほのかの舌をつつき、小さな喘ぎ声を奪うようにキスを深め、やわらかな頬の内側や上顎の裏まで舐める。

　欲しがられる。求められる。奪われる。男の劣情を押しつけられるような激しい口づけに体中の血液が沸き立つような気がした。

　ちゅぷっ、と小さく音を立てて離れた唇に、一気に寂しさを抱く。けれど、息継ぐ暇もなく、今度は左の乳嘴を下から舐め上げられて甘い悲鳴が溢れた。

「あぁッ、ゃ、……んっ！」

　見慣れた天井を背景に妖艶な微笑を浮かべる秋と視線が合えば、ぞくりとした甘く淫靡な震えが全身に走った。

　彼が眼鏡を外す仕草に見惚れ、息が止まる。

「かわいい、ほのか。本当に好き」

「ぁ、──んんっ！」

　愛おしくて仕方ない、と言われているかのような、羽のように軽いキスが胸のふくらみに落とされた。先端をかすめるだけの口づけは、二度、三度と続き、ふわふわとした気持ちよさは少しずつもどかしさに変わる。

「ん、も、あきぃ……！　ぁ、ぁあっ！」

　秋を呼ぶ甘え声は、敏感に立ち上がった飾りが乳暈ごと彼の口内に飲み込まれた瞬間、くぐもった嬌声へと変わった。けれど、無意識に掴んだクッションに縋っても、秋から与えられる法悦は激しさを増すばかりで逃す術がない。

　熱を帯びた粘膜に包まれた乳嘴は、ぐにゅりと押しつぶされ、上下左右に転がされるたびに痺れるような快楽を生む。

「こっちも──？」

　言うが早いか、秋の右手はほのかの左胸に添えられた。次に与えられる悦楽を予期して身をよじれば、むしろ彼の大きな手のひらに乳嘴が押しつけられ、舌よりももっと直接的な刺激に溺れそうになる。

「ん、──んむっ、ぁ、ぁアん！」

「ここが気持ちいいの？」

「っあ！　ゃ、ちが、わかんな……！」

　ふにゅふにゅとやわらかなふくらみを揉まれ、指のあいだでかたい突起をこすられ、もう一方は、乳暈も乳嘴もまとめて吸われ、時に優しく歯を立てられて。その一つ一つがたまらなく気持ちいいのに、同時に、気が狂いそうにもどかしい。

「……ん、ふっ……ッ！」

　淫熱を解放したくて秋に縋りつく。

　下腹部に溜まったままうねりをあげる快楽に、もぞもぞと太ももを擦り合わせれば、そこに秋の手のひらの熱を感じた。情熱の限りをぶつけるような胸へのとは裏腹に、下肢を撫でる手はひどく優しくて。

「……怖い？　嫌？」

　一秒でも離れるのが惜しい、と言わんばかりに、少しの間だけ離れた秋の唇から、ほのかを案ずる声が溢れる。次いで、啄むように何度も重ねられるキスの合間に「大丈夫」と答えれば、最後に深いキスを一つ落とした秋が、おもむろに彼女から離れた。

「秋……？」

「力、抜いて」

「──あ、ャ、……秋、そこは……！」

　淫蜜が滴っているであろう肉襞に、かがみ込んだ秋が顔を寄せるのがわかった。

　一拍遅れて、敏感になった亀裂に熱くやわらかな粘膜の存在を感じる。

「秋、ヤダ、それ恥ずかしい──！」

「どうして？　俺は嬉しいのに」

　心酔したようなとろける声に続いて、ぐにゅっと舌が淫窟に侵入する。押し広げられた隘路がわななき、未知なる侵入者を押し返そうとするかのようだ。

　ほのかにとって、初めての異物感。恐怖が先に立つはずなのに、不思議と不安も恐れもなかった。

「……ぁァ、っ！」

　ぴちゃ、と微かな水音がして、尖らせた舌先が、秘裂の奥へと進む。たまらず嬌声を上げれば、力を込められていた粘膜がすぐさまやわらかさを取り戻し、ほのかを宥めるように左右の襞を丁寧に食む。

「ん、……ぁ、はぁ、っ……」

　けれど、諦めるつもりはなさそうで、ほのかの四肢から力が抜ければ、また肉厚な舌が淫らに震える媚肉の隙間に捩じ込まれるのがわかった。

（……気持ち、いい）

　波のように繰り返し、けれど決まったリズムもなく、浅くて深い口淫を与えられ、快感を教え込まれる。

　いつの間にかほのかの両脚は秋の広い肩にかけられ、少しずつ侵食してくる秋の舌を難なく受け入れていた。

「──やわらかくなってきた」

　その言葉と共に、時間をかけて何度も秘処を往復していた秋の舌が、ちゅぷっと音を立てて離れた。唾液と淫液で濡れそぼるそこに、今度は舌よりもかたい何かが押しつけられる。

「痛かったら言って？　ちゃんとやめるから」

「ん……」

　ぐずぐずにほぐれた蜜道は、ほのかの予想に反して、すんなりと秋の指を受け入れた。違和感もあっという間に消え、残ったのは、おなかの奥で燻るもどかしいような淫熱だ。

「……秋」

　助けて、とか、どうにかして、とか。たまらない気持ちを伝えるすべもなく、ただ甘えるように名前を呼べば、なぜか彼は嬉しそうに耳を赤くした。

「その顔と、その声、クセになりそう」

　くちゅ、と聞き慣れない水音が響いた。隘路の秋の指が優しくなかを探り、そのたびに淫靡な音が聞こえる。

「あ、あぁっ！」

　泥濘に沈む指はそのままに、秋の唇が媚襞をかすめた。息をつく間もなく、その奥に隠れていた蕾に彼の舌が押しつけられ、一瞬、気が遠くなるような悦楽に支配される。

「ここ、気持ちいいの？」

「や、わかんな──、なんか、変！」

　返事の代わりに、じゅる、とまたいやらしい水音がした。

　びりりとダイレクトに脳に達するような法悦が、優しく、けれどしつこく愛撫を受ける陰核から次々と湧き上がる。

　湧き出す淫蜜が量を増したようで、秋の指が少しずつ蜜窟の奥へ奥へと進んでいく。

「ぁあッ！　ん、……はぁ、ン！」

「かわいい、ほのか。俺の手で、とろとろになってる」

　ちゅっ、とリップ音を立てて太ももにキスをする秋が、どうしようもなく甘い。

　与えられる刺激に慣れ、快感を拾い始めた肉体は、秋の指が、ちょうどお臍の裏あたりの内壁をこすった瞬間、わずかにびくっと痙攣した。けれど、その小さな反応を秋が見逃すはずもない。

「──ここ？　ここが気持ちいいの？」

「ああッ、秋、そこ、……だめぇ……！」

　賢明な彼は、言葉よりも肉体の反応を信じることにしたらしい。

　ずちゅっと指を引き抜くと、今度は二本の長い指を、彼女の淫窟に差し入れた。

「ァああっ、……んんっ！」

　むずむずとした掻痒感に苛まれ、最奥に溜まる経験したことのないような熱に身悶えする。

　無意識に秋を求めて両腕を伸ばすのに、求める人肌が遠くて、泣き言のような甘えた声が出た。

「ぎゅって、して──」

　気持ちいい。気持ちいいけれど、もっと満たされたい。

　太ももへの口づけと蜜窟への愛撫に夢中になっていた彼は、ほのかの懇願と宙を彷徨う両手に気づき、嬉しそうに伸び上がる。

「かわいすぎ」

　そう言い捨てた秋は、けれど、すぐさま体勢を変え、ベッドの上にほのかを押し倒すと、彼女を片腕で抱きしめた。

　ぴたりとくっついた胸も、きつく巻きつく腕も、首筋にかかる秋の呼吸も、すべてに安心する。ホッとした途端、ほのかの身体から余分な力が抜けた。

　明らかに滑りの良くなった隘路で、秋の二本の指が器用に彼女の弱いところを攻める。ぐりぐりと押しつけられた手のひらで、ぷっくりと熟した雌芯が刺激されれば、ひとたまりもない。

「……ん、んぁっ！　あ、やァ、──ッ！」

　弾ける、と思った瞬間、目の前が真っ白になるような快感に全身を支配された。それだけでは飽き足らず、秋の指を締めつける内壁がぎゅっと蠕動し、何かを絞るように蜜壺も太ももも激しくわななく。

　ほのかがくたりとベッドに身を委ね、荒くなった呼吸が落ち着くのを待つ間、秋はただ静かに彼女を抱きしめていた。

　素肌を通じて伝わってくる規則正しい心音。ほのかのそれより少し高めの体温。甘やかされるように、こめかみに押しあてられた唇。

「眠くなった？　俺、帰るけど、鍵かけられる？」

　初めてのデートで緊張していたせいか、初めての性体験で疲れたせいか、あるいはその両方か。

　全身を支配する倦怠感に精一杯抗いながら、ふるふると首を横に振る。




　眠たい。

　でも、それ以上に、離れたくない。

　今はまだ、このままがいい。




　そのどれかを言葉にするのも億劫で、でも、どうしても聞いておきたいことはあって。

「秋、は──？」

　いくら未経験でも、今この中途半端な状態で終わりにするのは、男としてかなり苦しいはずだとわかる。けれど、喘ぎすぎてかすれた声での問いかけは、秋に意図が伝わるのに時間を要した。

　不思議そうな顔でまばたきを数回繰り返した後、なんとか意味を理解したのだろう。秋がほのかの額にそっと優しいキスをする。

「今夜は、もうおしまい」

　言葉を裏づけるように、とんとん、と優しくゆっくりと背中をたたかれる。

　幼い子どもに言い聞かせるような、落ち着いた美声の奥に、彼の優しさと忍耐が感じ取れた。大事にされている、という単純な満足感と幸福感に、身体ばかりでなく心まで満たされたのを感じ、むず痒いような甘さに思わず秋の逞しい胸に頬を寄せる。

「……帰っちゃ、ヤだ……」

　考えるより先に発した言葉と共にぎゅっと秋にしがみつけば、この数時間ですっかり馴染んだ体温に癒やされる。

　一瞬遅れて、無言のままの秋に強く抱きしめ返された。息苦しいほどの抱擁に、秋の心臓の音が聞こえ、言いようのない安心感に包まれたその直後。

「早く俺のこと、好きになって──」

　秋にそう乞われたのが聞こえた。

　けれど、返事をする間もなく、まるで充電が切れたかのように、ほのかは眠りの世界に落ちていった。
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　見る者の背筋まで伸びるような凛とした横顔にもどうしようもなく惹かれるが、今、腕の中にいる安らかな寝顔も愛おしくて仕方がない──。

　あの日、秋がほのかに一目惚れした日にキュッと噛み締められていた唇は、今、目の前でぷっくりと濡れて光り、無意識に男を誘っている。

　惚れた弱みで自身の欲望よりほのかを優先させたが、肉体的には、正直なところ、かなり堪える。

（ここまでするつもりは、なかったんだけどな……）

　誰にともなく心の中だけで呟く、今更ながらの言い訳。

　ほのかとの初デートにこぎつけ、数日前から柄にもなくはしゃいでいた。厳密には、ほのかに正式に付き合うことを承諾された時からほとんど惚けていると言ってもいい。

　初回から失敗するわけにはいかない、と頭を悩ませたデートプラン。

　選んだ映画は、前情報なしでも楽しめるようなサスペンスもので、ネットでの高評価も納得の面白さだった。薄暗がりの中、そわそわと落ち着きなく数分を過ごして、そっと隣に座るほのかの手を握った。振り払われることもなくて安堵したのも束の間。

（まさか、ほのかが、体を鍛えている男が好きだったとはな……）

　ある特定の俳優がスクリーンに映し出された時にだけ、ほのかがぴくりと体を震わせることにはすぐに気づいた。武闘派と言うのだろうか。同性の秋から見ても《いい身体をしている》と思ってしまうような、無駄を削ぎ落とした美しい肉体の持ち主で、ストーリーの中でもその見事な身体を活かしたアクションシーンが印象的だった。迫真の演技力も圧巻で、今後、好きな俳優を問われたら名前を挙げたかもしれない。

　──ほのかが、見惚れてさえいなければ。

（こんなに見苦しく嫉妬するとか、余裕なさすぎだろ……）

　己の心の狭さにため息をつきたくなるが、何しろ、しゃかりきになって捕まえ、独占したくなった相手などほのかが初めてだ。

　彼女の心がまだ自分にないことは知っている。交際に同意してくれたものの、今までほのかが《小川秋》という人間を同期としか見ていなかったことなど、百も承知だ。

　ヘマをすれば嫌われる。そんな恐怖に襲われつつ、それでも、一縷の望みに縋りたい、と思ってしまったのもまた事実で。

　もしほのかの好みのタイプが筋肉質な男なのだとしたら、自分にもチャンスがある──、そんな淡い希望を抱いて率直に問えば、彼女は、思った以上に正直に顔を赤くした。

　触ってみる？　なんて下心満載で誘ったのは、あわよくばほのかに自分を男として意識させたかったから。

　好きだと告白しても、抱きしめても、手をつないでみても、ほのかは多少頬を染める程度で、すべてがあっさりと受け止められ、受け入れられた。

　拍子抜けしたのは初めだけ。

　秋は、逆に焦れていた。

　自分は、予想していた以上にほのかに男として見てもらえていないのか？　ぐるぐると不安が渦巻く中、「見せようか？」の言葉に対し、初めてほのかが見せた煌めく瞳。あの瞬間、完全に箍が外れた、と言ってもいい。

（だけど、やっぱりやりすぎたか……）

　懺悔にも似た気持ちで、己のしたことを反省する。

　本気で好きだからこそ大切にしたい。その一心で、最後の最後に自制心が勝ったが、無自覚に自分のやわらかな身体を押しつけてくるほのかの魅力に、そういつまでも我慢がきく気もしない。幸か不幸か、避妊具の手持ちがなかったことも一因だが、おそらく近いうちに新しい避妊具の箱を買ってしまうだろう。

（大事にしたいのは山々なんだけどな）

　規則的な寝息を立てるほのかのこめかみに、名残惜しく、唇を押しつける。

　難しいことを考えるのは後回しにしよう、と決め、秋はそっと目を閉じた。立て込んでいた仕事もあり、また、社内資格の勉強も重なって、睡眠時間は足りていない。なんとか今日の休日出勤を回避できたのだから僥倖だ。

　それでも、ほのかを抱きしめているのに眠ってしまうのはもったいない、と心のどこかで思っていたのだろうか。

　うとうととまどろみ、どれくらい時間が経ったのかわからないが、スマホのバイブ音で瞬時に意識が覚醒した。まだぐっすりと眠っているほのかを起こすことのないように、腕だけを伸ばして、ベッド下に散乱した自分の服を探る。ボトムスのポケットからどうにかスマホを掴んだ時には、バイブ音は止まってしまっていたが、またすぐに新着のメッセージを知らせて機械が短く震えた。

　〝コーヘー〟という名前が、元同期の津田航平のことだと理解するのに数秒かかった。

（津田……？）

　有り体に言えば、お調子者。あるいは、粗忽。軽薄。

　同期でのやりとりに波風が立たないように配慮しているが、内心、秋は航平が苦手だった。もっとも、密かに秋と同じように感じている者も何人かいたようで、過去に幾度か航平に関する悩み相談を受けた記憶がある。それも、一番新しいものは、二日ほど前のことだ。

　嫌な予感を抱きながら、アプリの個別チャットの画面を立ち上げる。

『久しぶり！』

　チャラいアニメキャラのスタンプから始まったそれは、テンプレの文言をコピペしたものなのか、軽い挨拶に比して、やけに一方的なものだった。

『そっちは最近どう？　俺の方は、新しい仕事のノルマがきつくて大変なんだよね。悪いんだけど、助けてくれない？　会って話聞いてくれるだけでもいいからさ』

　今どき、詐欺まがいのメールだってもっとマシな文言を用意するだろう、と呆れる。

　懸念していた内容をそのまま文章にしたようなメッセージ。

　先日、なんの脈絡もなく突然同期のひとりにコンタクトを取ってきたと耳にした時は、まさか、と思ったが、こうも露骨に怪しさいっぱいのメッセージを送って来るということは、やはり噂は真実だったということだ。

　航平から同じような連絡をもらった、という話は別の同期からも聞いているし、実際に自分がターゲットにされてしまうと呆れるのを通り越して嫌悪感さえ湧いてくる。

（さて、どうしたもんか……）

　天井を仰ぎ見て、それから、腕枕で気持ち良さそうに眠るほのかを見て。

『悪い。今、仕事が立て込んでるんだ。他の同期のやつらも同じ状況だと思うから、しばらく飲み会は難しいかもな』

　自分一人が誘われたのではなく、あくまでも、同期会の幹事としての役割を期待されただけ、という誤解をしたふりで返信をする。

　航平は、お調子者だが、したたかな一面もある男だ。今回のメッセージでも『話を聞いてほしい』というスタンスを演じているが、うかうかと会ったが最後、『助けて』と拝み倒され、『ノルマ達成』のために何かしらの高額商品を売りつけられるに違いない。それも、同期のよしみ、で。

　前回のカラオケは中座したが、解散まで残っていた者たちの何人かは、航平に社内でのポジションや人間関係をあれやこれや質問攻めにされた、とも聞いている。おかしいと思い、探りを入れるために航平の連絡先を聞き返したところ、実態の曖昧な会社の名前を挙げられた、と言う。

（おおかた、絶対に儲かる取引が、とか、利益間違いなしの投資が、とか、そんな話をされるんだろうけど……）

　せっかくの幸せな時間を台無しにされ、不快になったのも一瞬のこと。

　ほのかのやわらかく華奢な身体を抱きしめ、窓の外の雨音に耳をすませるうちに、秋もいつしか、眠りの世界に落ちていった。
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　毎日の習慣で眺めるお天気アプリでは、《送り梅雨》という耳障りの良い言葉を使っていたが、それでも雷を伴う集中豪雨には怯んでしまう。

　定時終了の直後に降り出した強い雨と激しい雷は、三十分ほど続いただろうか。

　やっと弱まった頃合いで、帰るタイミングを逃した社員たちが慌てて身支度を整え始め、オフィス全体がにわかに活気づく。

（さて、秋は残業って言ってたし、私もそろそろ帰ろうかな）

　他の大多数と同様、帰るタイミングを逃したほのかがチラリと掛け時計と確認すれば、時刻は午後六時過ぎ。ウィークデー最後の金曜日ともなれば、さっさと仕事に片をつけて帰路につきたい気持ちは共通だろう。

　ほのか自身も、いつもであれば駅のホームで秋と待ち合わせをし、一緒に寮まで帰るのだが、今日は事前に帰りが遅くなると言われている。

　付き合い始めて、一か月。梅雨という時期のせいか、雨ばかりで思うようにデートができない、と秋は不服そうだが、それは別にお付き合いをないがしろにされているということではない。

（というか、むしろ、同じ寮に住んでいるメリットを最大限に活かしてる感じがする……）

　思い出しても赤面する。

　最初のデートの晩こそ秋がほのかの部屋に泊まったが、次の週のデートでは秋が自分の部屋にほのかを招待してくれた。

　ほのかが部屋の狭さ故に購入を諦めた一人がけのソファーが置かれた、全く同じ間取りのワンルーム。

　きっちりと整理整頓されたそこには、資格関係の本やコンピュータ関係の専門書が目立ち、秋の勤勉さを物語っていた。どれも付箋が貼られていたり、メモが挟まれていたりして、同じ年で同じ勤務年数なのに、仕事に対する意識の違いに恥ずかしくなったことを覚えている。

　そこから、平日にも忙しい合間を縫ってお互いの部屋を行き来する日々が始まり、逢瀬を重ねて。まさに溺愛とでも言うべき秋の態度は、彼女にならなければ知り得なかった彼の新たな一面だと思う。

　毎晩のように充分すぎるほど「好き」と言われ、それだけでなく、甘い眼差しで見つめられ、優しく触れられれば、とても平常心ではいられない。

　デートらしいデートはできていないかもしれない。だが、はっきりとした《好き》という感情を伴わないままに始まった交際に戸惑っていたほのかにとって、それはむしろ好都合だった。

（秋のこと、好きって意識したのは、いつだったかな……？）

　そんなことを思いながら、片付け終わった荷物を片手に、忘れ物がないかどうかもう一度確認する。ついでにスマホにも目を落とすが、生憎、秋からの連絡はない。

　ため息と共にスマホのスクリーンライトを落とせば、真っ黒な画面に不満げな表情の自分が映る。

　オフホワイトのカットソーは、今朝、鎖骨のあたりのキスマークに気づいて慌てて着替えたものだ。光沢のある薄手の布地の上からそっと鬱血痕を指先でなぞる。

（このネイルも、秋はちゃんと気づいて、かわいいって褒めてくれたんだよね……）

　パールピンクとホワイトのフレンチネイルを褒めてくれた昨晩の出来事が頭をよぎる──。
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「ねぇ、ほのか……？」

　名を呼ばれて思わず振り返れば、ほのかを後ろから抱きしめていた秋はちょうど彼女の左手に自身の手を伸ばしたところだった。

　残業で遅くなる、と言っていた秋だったが、予定よりも早く帰宅できた、とコンビニの期間限定スイーツを携えてほのかの部屋にやってきたのが午後九時より少し前。甘いものの誘惑と体型維持との葛藤で悶々とするほのかに、「じゃあふたりで半分こしよう」と秋が笑い、結局、テレビで放送していた海外のドキュメンタリー番組を観ながら、ふたりでひとつのロールケーキをシェアして食べた。

　秋が訝しげな声を出したのは、ちょうどエンドロールが流れ始めたタイミングだ。

　部屋が狭いことを理由に、ほのかの部屋で過ごす時は、ソファー代わりのベッドに、背後から抱きかかえられるようにして座るのがお決まりになっている。

（秋って、体を鍛えてるだけあって、後ろから抱きしめられると安心しちゃうんだよね……）

　かなり密着する体勢は、最初は恥ずかしかったのに、数回ですっかり慣れた。それどころか、秋の見た目に反して筋肉質な体型をこっそり堪能できて幸せだとさえ思う。それに、予想外にも普段から彼女に対してはスキンシップ過多の秋が嬉しそうにしているから、余計に嬉しくなってしまうのだ。

　現に、今も、必要以上にほのかをきつく背中から抱きしめる秋は、プライベート用のプラスチックフレームの眼鏡越しにふわっと目元を緩ませている。自分だけが知っている秋のくつろいだ様子に、不思議な充足感を覚えてしまうが、一方で、オフィスでの彼のカチッとした雰囲気とのギャップにときめいているのも事実ではある。

　ほのかの筋肉フェチを知っているためか、一度自室に寄って着替えてきたという彼は、有名なスポーツブランドのロゴの入った黒いＴシャツに、トレーニングにでも行けそうなカジュアルなボトムスを合わせた格好だ。

　視界に入るだけで心拍数が跳ね上がるような肉体美に文句などないが、それでも、あの告白の夜からずっとドキドキさせられてばかりの身になってほしい、とも思う。

「このネイル、どうしたの？　今朝は違う色だったよね？」

　しげしげと興味深げにほのかの爪を眺める秋は、純粋に不思議で仕方がない、という表情で、ほのかの方が気恥ずかしさが否めない。

「これ？　えっと……実は、今日ね、仕事の帰りにサロンに寄ってやってもらったの」

　悪いことをしているわけでもないのについ小声になってしまったのは、自分でも慣れないことをしている自覚が湧いたせいだ。

　定時で仕事を終えて、ひとりで先に帰宅することにしたのに、会社の最寄り駅の改札を見た瞬間、ふと気が変わった。

　そのまま駅に隣接するショッピングエリアに足を向け、ぶらぶらとウィンドーショッピングをして。流行に流されない無難な服ばかりを選んでいたこの一年をこっそり反省し、書店で目についたファッション誌を二冊買った。その反対側にあったネイルサロンですぐに施術が受けられると知って、気づいた時にはネイリストとデザインカタログを眺めていた。

　おしゃべりの好きそうな、少し年上のネイリストと話をしながらも、ほのかの心を占めていたのは、秋のことばかりで。

　シンプルで上品さのある色やデザインを気に入ってくれるかな、とか、次のデートでは今度こそ可愛い格好をしたいな、とか。

　浮足立っている自分に半ば呆れながらも、ふわふわとした桃色の思考が幸せでもあって──。

（でも、秋にとっては、どうでもいいことかな……？）

　恋愛経験皆無の自分とは逆に、秋はモテる。綺麗な女の子も、かわいい女の子も、見飽きるほどに見てきているだろう。遅ればせながら、そんな当たり前な事実に気づき、急速に心が冷えるのを感じた。

　けれど。

「──ふぅん。この色、かわいいね。ほのかに似合ってる」

　そう囁いた秋の唇が、次の瞬間、そっとほのかの左手の中指に押し当てられた。

　ちゅっ、と小さなリップ音を立てて離れた口が、今度は薬指の爪に触れる。

「……っ、ちょっと、秋」

「このネイルしてくれたの、女の人？」

　言葉の合間にも繰り返し与えられる、爪に触れるだけのキスは、焦れるくらいに優しいのに官能的で、意識が奪われる。

「ん、そうだけど……」

　それでも問われたことに素直に答えれば、何に安堵したのか、秋は「良かった」と呟いて、ほのかの手の甲を自身の額に押しつけた。触れ合う場所から薄い皮膚を通して彼の体温が伝わり、たちまちほのかの頬が熱を持つ。

（やだ、顔赤くなっちゃう──）

　彼氏彼女としてお付き合いを始めてから、秋は時々こうして、ひどく切なげな態度でほのかに触れる。

「今日の残業、断れば良かった……。そうすれば俺もほのかと一緒に帰って、ほのかがかわいくなるところ、見れたのに」

　そして、こうしてほのかの負担にならない程度の軽口を入れながら、それでも「かわいい」と褒めてくれる。

　嬉しくて、恥ずかしくて、でもやっぱり嬉しくて──。

　戸惑いながらも首を傾げて顔を覗き込めば、それに気づいた彼が視線をほのかに向けた。肉食動物を思わせる、熱を孕んだ眼差しに串刺しにされ、火照りを自覚していた頬が更に赤みを増すのがわかった。

「……秋──？　ん、っふ」

　一拍遅れて、音もなくほのかの唇に触れた何かが、秋のそれだと気づく。

「ほのか、好きだよ──」

　溶けるほどに甘い囁き。

　背後から回された、彼女を逃すまいとする逞しい腕。

　唇から頬、顎、首筋へと、順に与えられる啄むような優しいキス。

　すっかり馴染んだ秋の体温に、考えるよりも先に体が柔軟に反応する。

「ほのか。こっち、向いて……？」

　かすれた声と力強い手に促され、長い脚を開いて座る秋とおずおずと向き合うように座り直せば、いつもの二十センチの身長差が縮まって、一瞬だけ羞恥が走る。けれど、幸せそうに微笑む秋に、抵抗する気など起きるはずもない。

「ダメ、もっと近くにきて」

「──ぁ、秋……！」

　抱き寄せられた途端、ぐらっと体がバランスを崩した。けれど、それも一瞬のことで、ほのかの上体は秋のそれにしっかりと支えられる。同時に後頭部に手のひらが添えられる気配を感じ、小さく悲鳴を上げようとした口は、秋のそれによって塞がれた。

　隙間から滑り込んだ秋の舌が口内を優しく、けれど容赦なく蹂躙する。

「……ん、っ……ふ、ぁ」

　いつの間にか秋を跨ぐようにして座らされ、さらに彼に抱き抱えられた状態で、その密着感が居た堪れない。

　バランスを取るために秋の肩に両手を添えれば、がっしりと引き締まった大胸筋がかたくなるのがわかった。それだけで体の奥が熱を帯び、ぞくりとした淫靡な興奮がじわじわと湧き上がる。

「ん、ぁ……」

「……その顔、色気がやばい」

　息継ぎの間に唇を離した秋が、ほのかの顔を覗き込む。

（秋、嬉しそう……）

　酸欠でぼんやりした頭で、そう思う。

　頭の整理を終えるより先に、今度は秋の右手に左胸を包まれた。そのままふるふるとやわらかなふくらみを揉まれ、たちまちかたくなった乳頭が、パイル地のルームワンピースを押し上げる。

「ここ、先っぽが尖ってきた……」

　熱に浮かされたように囁かれる秋の言葉が、ほのかの羞恥を煽る。身をよじって逃げようとすれば、それは許さない、とばかりに、秋の手に力が籠もった。

「ほのかの心臓、すごいドキドキしてる……」

「だって──」

　その先に続く言葉は、秋の唇に飲み込まれた。

　淫靡な水音を立てるキスは、何度も角度を変えながら繰り返される。

「んむッ、……っ、ふ……」

「──やばい、ほのかがかわいすぎて頭おかしくなりそう」

「あ、……あ、き……」

「好きだよ、ほのか」

　甘ったるい言葉。甘ったるい声。溺れてしまいそうに濃密な愛情表現に、頭も体もふらふらする。

（秋、彼女に甘すぎるよ……）

　驚異的な速度でその甘さに溺れてしまっている自分に、少しだけ戸惑う。嫌じゃないどころか、やっぱり嬉しい──。

　同期としての好意を明らかに超えた、明確な恋愛感情。気づいた時には自身の心に存在していたその思いを、驚きも抵抗もなく、あっさりと受け入れる。

　ほのかの思考は、ルームワンピースの裾を捲り上げた彼の手によって中断された。腰、脇腹、……と順に辿っていく男らしい大きな手は、あっさりと胸元へと到達した。先ほどまで秋の胸板に押しつけられていたふくらみは、彼の手の直接的な刺激に過剰なまでの快楽を拾う。

「やわらかい……」

「……ん、やぁ、……恥ずかし……」

「大丈夫だよ」

　幼い子どもに言い聞かせるような、穏やかな声音。それなのに、眼鏡の奥で濡れたように光る黒い瞳は、雄の本能をちらつかせているようで、背筋に慣れない震えが走る。

　音もなくブラのホックが外され、期待で打ち震える胸が露わになる。いつの間にか部屋着を脱がされ、ブラも外されて、ショーツ一枚の格好にさせられていた。

　少し肌寒いくらいの室温が、今ののぼせあがった体にはむしろ心地良くて、ほのかは無意識に吐息を漏らす。

　けれど、人心地つく間もなく、さわさわと太ももを撫で始めた秋の左手に意識を奪われ、やわらかな布越しに感じるもどかしい刺激に、またもや理性が薄れていく。

「……っ、ぁ……んんっ」

　ほのかの舌を絡め取った秋のそれは、甘い唾液をこぼしながら奥へ奥へと侵入してきた。敏感な内頬はすっかり快楽を教え込まれ、何度も摩擦された舌先はびりりと愉悦に痺れる。

「もっと、する──？」

「ん……」

　問いかけと同時に、いつの間にかほのかの内ももに添えられていた手が、今度はそっとショーツの縁を撫でた。声を押し殺すために唇を噛み、否定とも肯定ともつかない曖昧で鼻にかかった声を出せば、秋がくすっと小さく微笑を浮かべる。

「その顔、逆効果だけど？」

「ン、──んっ！」

　クロッチの隙間から滑り込んだ秋の手が、淫裂を二・三度ゆっくりと往復した。

「ァあ、……秋……！」

「良かった。いっぱい濡れてる……」

　彼の言葉の通り、蜜窟から溢れ出すぬめりを潤滑油代わりにした指が、さらにしつこく襞の隙間をなぞった。気持ちいいのに何か足りない、そんな渇望感を覚え、その先の刺激を求めて太ももが勝手に揺れるのを止めようがない。

　彼女の欲求を察知したのか、秋の手はそれまでの遠回しな愛撫をやめた。

「挿れるよ──？」

「んむっ、……んん、……ァ、っ！」

　くちゅん、と濁った水音が聞こえるのと同時に、過敏に充溢した隘路の隙間に指が押し込まれる。

「気持ちいい？　ここ、すごいヒクヒクしてる……」

　言葉の通り、狭い蜜道に収まった秋の指は、ほんの少し動くだけでも言葉にならない淫靡な感覚を生み出して苦しいほどだ。

「──ヤ、も、……秋、そこ……」

「でも、ほのかが好きなのは、こっちのざらざらしてるところだよね？」

　臍のちょうど裏側あたりを指の腹で擽られれば、ひとたまりもない。

　迷いの一切感じられない秋の動きに、こんな時にでも彼の明晰な頭脳は、その才能を遺憾なく発揮するのかと、彼女にならなければ知り得なかった事実を思い知らされる。

「ぁ、ゃ、あああっ──！」

　堪らず歓喜の声を上げれば、その声さえも独占するかのように唇を塞がれ、吐息も嬌声も奪われた。そのまま指の動きをなぞるように口内を舌で嬲られ、くぐもった小さな悲鳴も秋に貪られる。

　法悦の波が全身に広がり、うねりを上げる。

（気持ち良すぎて、無理……！）

　意図せず、がくん、と腰が跳ね上がった。その拍子に秋の指が媚壁のまた違う場所とこすれ、強すぎる快感でバランスが崩れる。けれど、驚くほどの俊敏さで、背中に回した片腕に抱きしめられ、その揺らぎのない強靭な肉体に惚れ惚れしてしまう。

　広くてかたい胸板に押しつけるかたちになった胸が、どくんどくんと心拍数の自己最高記録を更新する。

「かわいい、ほのか。もっと気持ち良くしてあげる」

「え……？　ぁ、ぁあんっ！」

　言うが早いか、二本目の指も一気に根元まで押し込まれ、その甘い刺激に打ち震える間もなく、また引き抜かれた。

「ぁ、ヤァ……っ！」

　媚肉から淫蜜をこそぐような摩擦は、それだけで信じられないほどの愉悦を生んだ。それなのに、蜜窟から秋の指が引き抜かれてしまったことによる寂しさと切なさの方が強くて、無意識に腰が揺れる。

「……誘ってるの？」

「んんっ、ぁ……っ！」

　少しだけ秋の声が低くなったように聞こえたのは、空耳だろうか。次の瞬間、何の予告もなしにまた二本の指が隘路を塞ぎ、そして引き抜かれた。

　二度、三度……。

　ぐちゅん、ぐちゅん、と少しずつ速度を上げ、大胆になっていく擬似的な抽挿に、たまらず秋に縋りつく。

「ん、……ふ、っ……や、もぅ、……あ、きぃ……！」

　何を望み、何を求めたのか。

　自分にさえわからないままに、本能レベルの欲求に翻弄される。

「……ほのか、好きだよ」

「ぁ、んんっ！」

　抱き抱えられたまま、鼓膜に直接注ぎ込まれた言葉が、肉体的な愛撫とは違う、もっと根本的な充足感を生み出す。

「んっ！　ぁ、ぁあっ！」

　角度を変えて指が挿入され、その拍子に、秋の親指のつけ根が淫核に触れた。

「秋、そこ、だめぇ……！」

　散々快楽を教え込まれた体は、ほんの少しの刺激にも弱い。そんな状態で敏感な芽に触れられれば、もうひとたまりもなかった。

「かわいい。ここ、かたくなってる」

　絶妙な力加減でくにゅくにゅと雌核を転がされ、それと同時にナカに収められた指に媚肉を擦られる。

　焼けるように熱く、溶けそうに甘い刺激に、限界が近いことを悟る。

　肉壁がびくびくと収縮し、秋の指にまとわりついた。

（も、……無理……！）

　ずちゅん、といやらしい水音を立て、二本の指が深く押し込まれた瞬間──。

　ふわっと一瞬だけ体が軽くなった感覚に襲われ、ぎゅっと閉じたまぶたの裏で何かが弾けた。

「──っ、秋……！」

　絶頂の最中、無我夢中で彼にしがみつけば、安心させるように抱擁を返される。その優しさが心地良く、くたりと全身の力が抜けた。

　速度を落とした抽挿が、やがて終わり、蜜壺からゆっくりと指が抜かれる。

　今夜も秋はここで終わりにするつもりなのか、軽く身じまいを正すと、彼女を抱きしめたままベッドに横たわった。

（……もし、秋とこの先まで進みたいって言ったら、秋は何て言うかな……？）

　ぼんやりした頭でそこまで考え、ほのかはハッと我に返った。微かに身じろぎした彼女を案ずるように、秋が少しだけ体を引き、彼女の名を呼んだ。

「──ほのか？」

「ん……」

　至近距離で顔を覗き込まれ、秋の熱を含んだ眼差しを正面から受け止めれば、なぜかふわっと微笑まれる。その瞳は、どこか切なげで、ほのかの方がたまらない気持ちにさせられてしまう。

「……好きだよ」

　ほとんど聞き取れないほどの低い囁きは、けれど、ほのかの心に確かに沁みた。
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　ふと気づけば、秋からの電話やメッセージを心待ちにするようになっていた。

　秋と会える夜は朝から心が騒ぎ、会えない夜は眠る瞬間まで寂しかった。

　小雨が降るのも構わず、日曜日の朝にジョギングに出かけた秋が、パン屋さんでほのかの好きなクロワッサンサンドを買ってきてくれた時は、その優しさが嬉しかった。

　ふざけて腕相撲をした時は、彼の屈強な二の腕に見惚れてもちろん負けたけれど、素直に、秋になら負けてもいいと思えた。

　「好き」と囁かれるたびに、少しずつ心の中で《彼氏》の秋の存在が大きくなっていった──。




　挙げ連ねればキリがない。

　ほのかの気持ちが追いつくまで待つつもりなのか、秋は、スキンシップとして彼女の身体に触れることはあっても、本当の意味で最後まで彼女を抱いたことはなかった。

　でも、今は、早くひとつになりたいと希う自分がいる。

（私が、はっきり好きって言ってないせい、だよね……？）

　優しい秋に甘えている自覚はある。

　自分の本当の気持ちに気づいたのがつい最近のこととは言え、《好き》というたった二文字を口にすることができずに時間だけが過ぎている。

　ここのところずっと秋は仕事が忙しそうで、休日出勤さえ避けられない状況だが、来週末は休めると聞いている。自分からデートに誘ってもいいだろうか、とか、その時にちゃんと好きだと伝えよう、とか。

　そこまで考え、エレベーターで一階まで降り、明るい気持ちでオフィスビルを後にした。

　ささやかな希望は、いつもより長い、ひと月半ほどの梅雨も、来週には明けるのではないか、という予報が出ていることだ。その証拠に、翌週の週間予報はみごとに晴れマークが続いている。

「三浦！」

　けれど、建物を出た途端、名前を呼ばれて一気に現実に引き戻される。

「……津田くん？」

　エントランスの横に、まるで待ち構えていたかのように立っていたのは、くたびれたスーツに、同じく傷みの目立つ革靴を履いた津田航平だった。髪だけはかろうじてヘアワックスで見られるように整えているが、それでも伸びきって艶のない様子は、どこか痛々しくもある。心なしか、ひと月前より痩せたようだ。

　予想だにしていなかった元同期の姿に、驚いて立ち止まる。

　同期だった頃は部署も違い、また、ほどなくして津田が退職してしまったこともあって、さほど親しかったわけではない。

「良かった。三浦に会えて」

　親しげに軽く片手を挙げ、距離を縮める彼の様子に、違和感を覚える。

「偶然この近くまで来たんだ。そしたら懐かしくなっちゃって。お茶でも飲まない？」

「……え、あの、私──」

「この辺にケーキの美味い店があったよね。行こう、奢るから」

　そう言うと、航平はさっさとほのかに背中を向けて、歩き出した。

（どうしよう……）

　躊躇したが、離れていく航平の後ろ姿に、少しだけなら仕方ないか、と、腹をくくった。

　徒歩五分で辿り着いたカフェは、時間帯のせいもあってか、空席の方が目立った。航平が、支払いを持つ、と言い張るのを断り、アイスティーを注文する。

　カウンターでそれを受け取る間に、航平はさっさと空いているソファー席に腰を下ろしていた。

「ほんと、久しぶりだな。元気にしてた？」

　たったひと月ぶりの再会で、ここまでオーバーにリアクションするものだろうか。

　対面に座り、にこにこと愛想笑いを浮かべる航平を見て、理由のない寒気を感じる。

「うん、まぁ、ね。津田くんは？　新しい会社は忙しいの？」

　単刀直入に用件を尋ねる勇気もなく、当たり障りのない返答をすれば、それが彼にとっての正解だったのか、航平は顔を明るくさせた。

「そうなんだよ！　聞いてくれるか？」

　待ってました、と言わんばかりに身を乗り出した航平に、テーブルを挟んで座っていたほのかの方が若干引き気味になる。

　そんな彼女に気づかないのか、航平はぺらぺらと現状への不満や愚痴を訴え始めた。堂々巡りの中身のない文句は、要約すると、営業としてのノルマがキツイ、という一言に尽きるようだ、と理解する。

（……なんか、申し訳ないけど、津田くんってこんな人だったかな？）

　目の前で、大して親しくもないほのかを相手に延々と文句を垂れ流す元同期。どうしたって比べてしまうのは、責任感も、仕事への意識の高さも、人間としての懐の深さも、何もかもがまるで違う秋の存在だ。

　失礼だとわかっていながら、秋だったらそんな文句を言わずにさっさと仕事を片付けるだろう、あるいは、自分の能力を高めることに時間を使うだろう、と思わずにいられない。

　かく言う自分も、彼に影響され、一週間前にキャリアアップを視野にいれて経理事務の資格の教材を買ったばかりだ。無理はしないで頑張れ、と応援してくれた時の秋の眼差しはふわりと優しく、心からほのかの意欲を尊重してくれていることが伝わってきた。

　思えば、秋は、いつだってほのかの気持ちと考えをきちんと聞いてくれていたのだ。

（秋って、本当にカッコイイな……）

　ただの同期だった頃には見えなかった、彼の長所。

　思い出した途端、どうしようもなく会いたくてたまらなくなる。

「それでさ、三浦にちょっと頼みたいことがあるんだけど……」

　いつの間にやらアイスコーヒーを飲み終えたらしい航平は、ペーパーナプキンで口元を拭いながらそう切り出した。あざとく狙っているつもりなのか、変に上目遣いをする彼は、心ここにあらずのほのかの態度に、気づく様子もない。

「……何？」

　自己防衛本能から、声が低く小さくなった。

　心細くなって周囲に目をやれば、完全に雨が上がったせいか、店内に残る客は自分たちだけになっていた。

　時計は見えないが、おそらくこの店に入ってから数十分は経過しているだろう。

　暇を持て余した店員も、今は奥に入ってしまったらしく、ますますほのかの不安が募る。

「あのさ、絶対に儲かる投資があるんだ。今なら元本も保証するし、俺のノルマも達成できるし！　これ、申込書ね。あ、あとこっちは振込先の銀行口座で──」

　なぜほのかが投資する前提なのか。そして、なぜほのかが航平を助けなければならないのか。

　小柄でふわっとした外見。さらに服や小物は明るい色味の可愛い系を好むせいで誤解されがちだが、ほのかはかなり気が強い方だ。そして同時に、他力本願な人間が苦手でもある。

　そもそも、絶対に儲かる投資など、あるはずがない。

　今どき学生でさえ知っているであろう古典的な詐欺の言い回しに、開いた口が塞がらず、返す言葉も思いつかないまま、まばたきだけを繰り返して過ごすこと数秒。

「津田くん、悪いんだけど、投資はしないし、私、そろそろ──」

「いや、とりあえず少額でもいいんだ！」

　ほのかの返事をろくに待たず、テーブルに広げた書類を彼女に押しつける航平は、執拗に「絶対に大丈夫」を繰り返す。

「十万……いや、まずは五万でもいいから！」

「ごめんなさい。私、本当に投資とか考えてなくて──」

　謝る必要もないのだが、津田の機嫌を損ねるのは得策ではないことは本能的に察していた。けれど、少しでも甘い態度を取れば、相手がつけあがることも間違いなく、ほのかは必死で断りの言葉を繰り返す。

　終わりのない押し問答。

　永遠に続くかと思われたそのやりとりで、先に折れたのは、津田の方だった。

「くそっ、わかったよ！　もういい！」

　視界の隅には、こちらの様子を伺いながら空いているテーブルを拭く店員の姿が見えるから、状況が不利だと察したのかもしれない。

「あーあ、三浦も駄目かぁ……」

　これみよがしに大きなため息をつき、下手な演技で広げた書類をまとめた津田は、出した時とは正反対の乱雑さで紙にシワが寄るのも構わず鞄に押し込む。そして、二度目の大きなため息の後、ほのかを見て目を眇める。

「いいよな、おまえたちは。俺なんて、親の都合で《たちばな通信システム》を辞めさせられて、実家の手伝いまでさせられたのに、結局、そこも放り出されて、今じゃ慣れない営業職だし」

　事情を知らないほのかにはさっぱり意味のわからない文句だが、どうやら航平は自分たちと比べて自身の境遇に不満があるようだ、と推測する。けれど、そうかと言って明らかに怪しい投資に同期を巻き込む理由にはならない。航平にかける言葉もなく、もう帰ろうか、とバッグに手を伸ばす。

　一方、航平は、何も言わないほのかに痺れを切らしたようで、ふんっと鼻を鳴らした。

「同期の中で、──小川、だっけ？　一番出世しそうなあいつ。ほんと、目障りだよな。俺にないもんばっか持ってて、楽に生きてて」

　吐き捨てるような言葉に、怒りのあまり、全身が強張った。

　上司のお気に入り、人を見下した態度、果ては、さも苦々しげに、社内ＳＥという所属部署にまで不平を垂れる始末だ。

「この前も、あいつに儲け話を持っていってやったのにあっさり断りやがって。しかも善人面して、他の同期のやつらのことまで庇ってやがる。何様だよ、ほんと気に食わねえ……」

「秋の、何を知ってるって言うの──？」

　意図したよりも低い声が出た。不快そうに口元を歪める目の前の元同期に、ほのかは思わず睨みをきかせる。

　不躾な言い草に、そして、見当違いなやっかみに、腸が煮えくり返る。

「は？　何？　なんで三浦が怒んの？」

　機嫌の悪さを取り繕うこともせず、航平が臨戦態勢に入ったのがわかる。それでも後に引く気にはならず、むしろふつふつと怒りのボルテージが上がっていくのを感じた。

「秋は、なにも運だけで今のポジションを手に入れたわけじゃない。あの人は、たとえ仕事で疲れてても愚痴なんて言わないし、こっちが心配になるくらい今でもプログラミングとかシステムのこととか勉強を頑張ってるの！」

　通い慣れた、秋の部屋。

　隅々まで目を通した痕跡のある、難しい専門書。

　ざっくりとパソコン関係の業務だろう、という程度の理解しかなかったが、その実、社内ＳＥというポジションは、プログラミングの知識だけでなく会社の運営や業務全般の流れ、コスト面のことまで頭に入れておかなければならないと知って驚いた。それだけではない。他部署との連携が必要だから、と、コミュニケーションに関する本やマネジメントに関する本まで読み漁っていることを、最近になって初めて知った。

　そんな地道な努力をきっぱりと否定されて、憤りが収まらない。

「いや、何マジになってんの？」

　津田の乾いた笑いを、真顔で受け止める。

「いい加減にして！　秋は、そんなんじゃない！　津田くんなんて足元にも及ばないくらい、すごく格好良いんだから！　私の好きな人を馬鹿にしないで！」

「──ほのか！」

　気づけば、肩で息をしていた。

　一拍遅れて、背後から自分を呼んだ声に振り返る。

「ほのか、悪い。もっと早く来られれば良かった。大丈夫か？」

　ぐいっと強く引かれた腕。よろけるようにして立ち上がれば、強靭な肉体に抱きとめられる。無駄を削ぎ落とした身体と確かに伝わる熱に、ほのかはたちまち安心してしまう。

　秋の殺気立った眼差しが、頭の先からつま先までほのかの全身を滑り、彼女の無事を確かめる。

　どうしてここに？　という問いは、声に出さずとも伝わったらしい。

「会社の前でこいつと一緒にいるところを見たって聞いて、走ってきた」

　その言葉の通り、珍しく息を乱す秋の姿に、先ほどまで抱いていた激しい怒り感情も忘れて、ほのかの心はふわりと幸福に包まれる。

「──で、ほのか相手に詐欺紛いの商売でもするつもりか？」

　滅多に聞くことのない、秋の地を這うような低音。その遠慮も容赦もない態度に、まだ座ったままだというのに、航平はじりと数センチ後ずさった。

　それでも、言われっぱなしでは気が済まなかったらしい。腰が引けているのは明らかなのに、負けじと秋を睨み返す。

「なっ！　俺はただ、絶対に儲かる投資がある、って誘いに来てやっただけで……！」

　図星を突かれたことへの怒りなのか、はたまた、多少は残っている良心の呵責のせいか。顔を真っ赤にした航平の、どこか見当違いな反論。

「必要ない。元同期として忠告するが、さっさと辞めて、もっと真っ当な仕事に就くんだな」

「……余計なお世話だ」

　そう返した航平の声は、震えていた。

　挨拶もなしに席を立つ後ろ姿を無言のままに見送り、ドアの向こうに航平が消えたところで、やっと自分が息を潜めていたことに気づく。

「帰ろう」

「……うん」

　引き結んだ唇。眼鏡の奥の怜悧な瞳。かたく繋がれた手。

　もう逃がさない、と言われているようで、さっきまでとは違う種類の熱が体内で燻り始めるのを感じる。

　落ち着いた途端、つい先ほど口走った恥ずかしい言葉の数々を思い出して赤面する。彼女のいたたまれない気持ちを見透かしたように、秋は、ほのかにだけ聞こえる声でもう一度「帰ろう」と囁いた。
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『オフィスビルの正面玄関前で、ほのかが津田と一緒にいるのを見たの──』

　くだらないことかもしれないけど、と前置きした上で、総務課の同期がくれた内線。ちょうど忘れ物を取りに駅から引き返してきたという彼女は、ひと月ほど前、津田からしつこく営業をされて辟易していたうちのひとりだ。

『声をかけようかと思ったんだけど、あの一件があってから津田くんのこと苦手になっちゃって……』

　急に不安に取り憑かれたのか、『ごめんね！　どうしよう、やっぱり声をかければ良かった』とおろおろする同期に、自分がどうにかすると約束して受話器を置いた。

　あとはもう無我夢中だった。

　エントランスホールのある一階まで下り、片っ端からふたりの行きそうな場所を探した。社会人になってからも習慣にしているジム通いとランニングのおかげで多少は体力に自信があれど、オフィスビルの密集するエリアでふたりの行きそうな場所は選択肢が多すぎる。

　電話をかけても、コール音が虚しく鳴るばかりで一向に彼女に繋がる気配はない。

　気持ちばかりが急く中、三件目に飛び込んだカフェの奥のシート席で、運良くほのかと航平を見つけた。

　一瞬で闘争本能のスイッチが入り、庇護欲が暴走する。

　こぶしを握りしめ、ふたりの方に一歩足を踏み出した、その瞬間。

「いい加減にして！」

　静寂に満ちた店内に、明らかに苛立ちを含んだほのかの刺々しい一言が響き渡った。




「秋は、そんなんじゃない！　津田くんなんて足元にも及ばないくらい、すごく格好良いんだから！　私の好きな人を馬鹿にしないで！」




　ほのかの荒い呼吸が、秋の耳にも届いた。

　少し遅れて言葉の意味を理解した肉体が、条件反射で心拍数を上げる。

「ほのか！」

　振り返った彼女は、はっきりと瞳を輝かせた。

　自分を見た途端、安心したように肩から力を抜いたほのかに、先ほど聞いた『好き』の言葉が重なる。期待と興奮で荒れ狂う心を、なけなしの理性が、早まるな、と宥めにかかる。

　けれど、積年の思いを容易に抑えきれるはずもない。

　それどころか、ほとんど無自覚に彼女を抱き寄せ、その無事を確認し、津田を追い払っても、それでもなお収まることを知らない激しい感情に、自分がいかにほのかに惚れているかを思い知らされる。

「帰ろう」

　なるべく穏やかに聞こえる声でそう言えば、小柄なほのかは赤く染めた頬を隠すように俯いて、それでも蚊の鳴くような声で「うん」と囁いた。
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　寮に着くまで、どちらもほとんど口をきかなかった。

　途中、梅雨明け前の最後の悪あがきのようにしとしとと小雨が降り始め、傘を持っていなかった秋とふたりでひとつの傘を使う。

　なんとなく、──本当になんとなくだが、秋は雨を口実にこうしてほのかと密着できることを喜んでいるような気がした。

（私も、嬉しい……）

　傘を持ってくれた秋が、ほのかが濡れることのないように気遣ってくれるのが伝わってきて、面映い。

　徐々に雨足が強くなり、寮が視界に入る頃には、遠くでまた雷の気配が感じられた。

　アパートの正面玄関を抜け、エレベーターに乗り込む。

　いつもなら『三階』と『四階』のふたつのボタンを押す秋は、今日は何故か、彼の部屋のある『四階』しか押さなかった。思わず彼を見上げれば、ぞくりとするほどの真っ直ぐな視線を返され、今にも食べられてしまいそうな予感にくらくらする。

「もう少し、一緒にいたい」

　秋の言葉にこくりと頷けば、繋いでいた手にきゅっと力が込められる。

　人の気配のない通路。

　解鍵に少しだけ手間取った末、大きく開かれたドア。

　一瞬だけ鼻腔をくすぐる、秋の匂い。

　明かりのつけられたワンルームに足を踏み入れれば、鞄を置く時間さえもどかしげに後ろにいた秋に背中から抱きすくめられた。

「ほのか、さっきの、──さっきの、もう一回、言って？」

　スーツ越しにでもわかる頑丈な躯体に囚われ、その不自由さにさえ恍惚となる。言葉の合間を縫うようにして、つむじに押しつけられた唇が熱い。

　雷が近づいてきたようで、激しさを増した雨音の中に、時折、激しい衝撃音が混じる。

「ほのか」

　もう限界だ、と言いたげな、切なくて低くかすれた声。名前を呼ばれただけなのに、その裏に確かに切迫感と欲望を感じて、息をすることさえままならない。

　それでも。

「好き」

　勇気をかき集めて囁いた声は、震えていたけれど、豪雨の中でもはっきりと部屋に響いた。

　頬も、耳も、首筋までもが熱い。

「……もう一回」

　そんな彼女の状態を知ってか知らずか、秋は、感極まったようにほのかのうなじに顔を押しつけた。

「もう一回、言って？」

　就活の時に一目惚れして、それからずっと好きだった──、そう言われたのは、ついひと月前のことのはずなのに、ずいぶん遠い日に思える。告白前の同期としての秋はあくまでも友達の範疇を越えずにいて、それはほのかが男女の友情を大事にしていたからだ、と。

　心を伴わなくても構わないから付き合ってほしい、と言われ、実際、秋がほのかに気持ちを強要することはなかった。ほのかの嫌がることはしないように気遣い、ほのかのペースに合わせてくれていた。

（ずっと待っててくれたんだね……）

　見えないかたちで大事にされていたことを知り、同時に、心の奥底からむせかえるくらいの思いが溢れ出す。

　くるりと秋の抱擁の中で体を反転させ、彼と向き合う。

　二十センチの身長差を少しでも埋めたくて両手を秋の首に回した。かがみ込んでくれた彼の唇に自分のそれを寄せ、吐息が絡み合うような近さで秋と視線を合わせる。

「好き。秋のことが、好きなの──」

　言葉では伝えきれない、と思った瞬間、ほのかは最愛の人に唇を押しつけていた。

　驚いた秋が体を強張らせる。

　けれど、それもほんの短い時間で。

　息継ぎのために離した唇は、いとも簡単にまた秋によって塞がれる。

「……ん、ふっ……ぁ」

　形勢逆転。

　隙間から滑り込んできた肉厚の舌は、ほのかの前歯をひと舐めし、口内に侵入した。そのまま舌を絡め取り、半ば強引に、今度は自身の口の中へそれを引き摺り込む。

「んむ、……っ」

　先端を吸われ、奥をくすぐられ、側面を摩擦されて。酸欠と甘美な刺激に屈して涙目でくぐもった声を出せば、宥めるように大きな手のひらが背中を撫でる。

　ちゅぷ、といういやらしい音と共に離れた秋の唇は、迷うことなくほのかの顎から首筋を滑った。

「──やっと手に入れた」

　秋の熱い呼気がほのかの頸動脈に直接吹きかけられる。皮膚が薄いせいか、彼のため息を強く感じてしまい、ぞくりと震えが走るのに、決して嫌ではない。

　そんなところが敏感だなんて、知らなかった。

　未知なる感覚に溺れたせいで、秋の言葉の意味を掌握しきれない。

「……え？」

　ほのかのぼんやりとしたリアクションを受け、秋は、触れるだけの羽のように軽いキスを一つすると、上体を起こしてほのかの瞳を覗き込む。

「俺も、ほのかのこと、好きだよ」

　ぶわっと全身の血が沸騰したように、一瞬で体が熱を孕む。

　眼鏡の向こうから、荒れ狂う雨や雷にも負けない情欲に満ちた瞳がほのかを射抜く。

「……ごめん、余裕ない。今日は、途中で止められないかも」

「──秋なら、いいよ」

　迷うことなくそう告げれば、目の前の漆黒の瞳は妖しい色気を増した。

「ほのかの勝ち気な目、すごい唆る……」

　音もなくカーディガンが脱がされ、カットソーも剥がれる。薄いピンクのキャミソールを押し上げる両胸は、ドキドキと五月蝿いくらいに高鳴っている。

　ゆっくりとキャミソールを脱がせた秋は、吸い寄せられるようにベビーブルーのブラの狭間に唇を寄せる。落雷の音の切れ目から、優しいリップ音が聞こえる。

　やわらかな粘膜が胸の谷間を下から撫で上げた。その感覚に気を取られる間もなく、今度はブラを押しのけられ、二つのふくらみがそれぞれ秋の手に包まれる。

「んっ、……ぁ……っ！」

　ふにゅふにゅと全体を揉まれ、たまらず声が漏れる。慌てて声を抑えるほのかに、秋が安心させるようにゆるく目元を緩ませる。

「大丈夫。雨と雷が五月蝿くて聞こえないよ。だから、もっと乱れて──？」

　ふと気づけば、秋のベッドに仰向けにされていた。ほのかの腰のあたりを跨ぐようにして彼女を見下ろす秋は、手早くスーツのジャケットを脱ぎ、慣れた様子でネクタイの結び目に人差し指をかける。

（秋、格好良い……）

　喉仏。少し骨ばった手の甲。そして、シャツの下にうっすらと透けて見える二の腕の筋肉。

　服を脱いでいくごとに、彼がうちに秘めていた獣欲が露わになっていくようで、うっとりと見惚れてしまう。

「とろけそうな顔してる」

　その続きの言葉は、打ちつける雨の音にかき消された。

　次の瞬間、片方の胸の先を彼の唇に食まれ、条件反射で嬌声が出る。

「ぁあっ、ん……！」

　赤く色づき、ぷっくりと膨らんだ乳嘴は、同じく真っ赤な舌に舐め転がされ、唾液に濡れててらてらと光っていた。煽情的な光景に思わず身を捩るのに、そうはさせまい、とする秋の指によって、今度は反対の飾りを摘まれてしまう。

「んぁ、……っ、ゃあ、……秋、両方、だめぇ……！」

「……だめ？」

　くすくすと嬉しそうに笑っているのは、気配でわかる。

「じゃあ、こっちは？」

「ぁ、あぁぁっ！」

　乳暈全体を、ちゅぱっ、と強く吸い上げられ、その強い刺激にびりびりと全身を電気が走るような感覚に喘ぐ。

「それとも、こっち？」

　空いている手は、いつの間にかスカートを捲りあげ、ストッキングの上から鼠径部を撫であげる。その拍子に、足の付け根にいつもとは違う淫熱を感じて、またドキッと心臓が高鳴る。

　繊細な布地を挟んで伝わる、爪で引っかかれるようなもどかしくてやるせない愛撫が、焦燥感を焚きつける。

「ごめん、後で新しいの買ってプレゼントするから」

　何のことだろう？　そう思った時には、ピリッとした軽い違和感を左太ももに感じていた。

　破かれたストッキングの隙間から秋の手が滑り込み、亀裂を広げながらショーツのクロッチ部分に触れる。

　そのまま数回、爪の先が肉襞の狭間を往復した。それほど強い力ではないのに、すでにしっとりと濡れているのか、薄い布地が秘裂に張りつき、そのせいでまた新たにもどかしい快感がつま先まで走る。

「ここ、もう濡れてる。聞こえる？　くちゅくちゅ、っていやらしい音がする」

　降り続く雨の他に水音なんて聞こえないはずなのに、秋にそう指摘されてしまえば、羞恥で全身が火照る。堪えきれずに太ももを閉じようとすれば、胸から手を離した彼の力強い手によって、むしろ下肢が大きく開かれる。

　今度は、秋の方がほのかの両ももの間にいるような体勢だ。

「秋、それ、やァ……んんんっ──！」

　しっかりと掴まれた両ももは、抵抗する間もなく、ぐっと持ち上げられる。

　頭を低く落とした秋がこれから何をするつもりなのか──？　考えがまとまる頃には、ペタリと張りついた下着を挟み、淫襞が秋の唇を受けとめていた。

「ぁ、ぁアッ！　や、秋……！」

　半端にずらされたブラからまろび出る、唾液でてらてらと濡れた胸。大きく開かれ、秋の広い肩に預けられた両脚。下着をつけているとはいえ、明るい光のもとに晒された秘裂。しかも、そこに顔を埋める秋は、なぜか今日は眼鏡をかけたままで。

　とても自分とは思えない淫らな光景に、言葉の意味など持たない悲鳴が出る。

「どんどん溢れてくる……」

　まるで独り言のような秋の言葉も、聞かされたほのかの羞恥を煽るばかりだ。

「……ひゃっ、あぁぁっ！」

　じゅぶ、と、確かに淫猥な音が聞こえた。

　自由になった手で大きくクロッチ部分を横にずらした彼は、戸惑うことなく、むき出しになった淫部に口を寄せた。初めは下からぺろりとひと舐めし、左右の襞を押し開いて遠慮なく蜜窟に尖らせた赤い舌をねじ込む。

「あ、ぁぁっ！」

　蠢く粘膜同士が触れ合い、擦れ合うことで、言いようのない悦が波のように広がる。全身の血液が沸騰したように熱くて仕方がない。

「んぁ、ッ──、あ、き……！」

　与えられる微弱な電流のような刺激は優しいのに、絶え間なく攻め立てられるせいで息が上がる。

「……ん？　あぁ、こっちも……？」

「ヤ、ちがぁ……！」

　遠ざかっていく雷の音に、自身の淫蜜が奏でる粘着質な水音が重なった気がして、耳を塞ぎたい。

　したたるほどに湧き出る雌蜜か、秋の唾液か。とろみを帯びたぬるい体液がたらたらとおしりの方に垂れていくのを感じて、その違和感に身をよじれば、結果的に自身の淫芽を秋の鼻先に押しつけることになってしまい、ビクッと身体が跳ねる。

「やァぁ！　待って、秋、おねが……！」

　絶え絶えの息の合間に紡ぐ懇願に、秋がふふっと微笑むのがわかった。その吐息さえ敏感な秘処には過分な刺激で、容量を超えそうな快感に正気を失いそうになる。

　秘裂を上から下へ、あるいは下から上へ、あるいは深く奥へ。蜜壺の蜜を舐めとるように縦横無尽に滑る舌は、ふいに動きを止めた。ちゅぱ、と音を立て、秋の唇が離れる。

「あ、き……？」

　断続的に与えられていた愉悦が止まり、荒い呼吸の合間に縋るように名を呼んだ。

　彼の姿を目で追えば、濡れた口元を手の甲で拭う姿が妖艶で、その凶暴なまでの色気に当てられる。

（欲しい──）

　今まで一度も感じたことのないような強い渇望に、体が勝手に動いた。

　愛する男に触れたい、という原始的な欲求で、本能的にそっと腕が伸びる。けれど、目で見てわかるほどに規則的に上下する胸板に触れそうになったその瞬間、やんわりと秋によって押し留められてしまう。

「あとで触らせてあげるから、今は俺に愛されてて──？」

　とてつもない殺し文句に、顔も、耳も、全身が真っ赤に色づいたことは間違いなかった。

「ほのか、真っ赤になってる。負けず嫌いなところも可愛いけど、こうして俺の前でだけ蕩けそうな顔してるの、ほんと可愛い」

　甘やかされることへの快感と安心感。

　力の抜けた肉体から、秋が容易に残りの衣服を取り払う。

　熱を持った身体に、シーツの冷たさが心地良い。

　すっかりほぐれた蜜口に、秋の手が触れた。とろりとした液を指先にまとうように数回そこを滑らせた彼は、やがてゆっくりと指を隘路に挿入する。

「──ぁ、……っ！」

「熱い……」

　雷雨が過ぎ去ったのだろう。窓の外は、先ほどとは打って変わって静かで、秋の指が蜜を掻き出す淫靡な音が部屋中に充満する。

「ふ、……んんっ、──ぁ、秋、やぁ、深い……！」

　緩急をつけた抽送は、気づけば、指が二本に増やされていた。深々とつけ根まで指を呑み込んだ蜜路が、秋に教えられた快楽を忠実に拾い、言葉にできないような甘く苦しい悦がその奥に籠もる。

　生理的な涙がぽろぽろとこぼれ、視界が歪む。

　解放を望んだのは、だから当然と言えば当然のことで。

「秋、おねが……も、来て──」

　気持ちいいのに、もっともっと近づきたくて。

　大好きな人が目の前にいるのに満たされないような焦れったい思いに駆られ、ほとんど涙声で秋の名を呼ぶ。

　手と口の愛撫で嫌になるほど教え込まれた、頭が真っ白になりそうな、そんな絶頂の予感。

　それなのに、迷子にでもなったかのように不安で、心細い。

　秋は、ほのかの声音に一瞬だけ驚いた顔をしたが、すぐにまた、彼女を安心させるように微笑んだ。

「ごめん。ほのかが痛い思いをしなくて済むようにしたかったんだけど、やりすぎた。余裕ないな、俺」

　次いで、照れたような顔を誤魔化すように、触れるだけのキスが、こめかみにひとつ。

「もし失敗して、ほのかがこの先、俺とするのが嫌になったら困るから」

　緊張を和らげようとしてくれているのか、秋が笑顔を浮かべる。

　彼は、ベッド下に作りつけられた収納引き出しを漁って、新品の避妊具を取り出した。フィルムを破る音が、やけに生々しくほのかの鼓膜に届く。

　その時になって初めて直視した秋の剛直は、言葉を失うほどにグロテスクで、同時に奇妙に神々しかった。世界史の教科書に載っていた西洋像のように美しくて、でも、明らかに性的な興奮に満ちていて。

　猛々しく天を向くそれは、比較基準を持たないほのかでも断言できるほど、大きい。

　戸惑うほのかをよそに、あっという間に準備を整えた彼は、横たわった彼女の腰を掴み、屹立を淫窟に添える。

　指や舌とは違う、もっと圧倒的な存在感に、秋に征服されているような不思議な充足感を覚える。

「……ぁ、ァあっ、ん……！」

「ヤバ……ぎゅうぎゅう、締まる」

　自分こそ辛そうな顔をしているくせに、秋は、ほのかを慮るように眉根を寄せた。どこか見覚えのあるその表情は、そういえば、ほのかが寝不足気味の朝や残業帰り、それに仕事でミスをした日によく見たもので。

　改めて、秋がどれほど自分を大事にしてくれていたのかに思い至り、甘く苦しいくらいの愛しさが生まれる。

　秋の雄芯が隘路の中ほどまで突き進んでも、痛みはない。

　あるのはただ快感だけで、自覚もなく、自然と腰が揺れた。

「──っ、ほのか！」

「もっとぎゅってして……」

　肌と肌が重なる心地良さを求め、秋の逞しい腕と胸板を乞う。抱きしめられたことに安堵し、ほぅ、と息を吐き出した瞬間、蜜窟にあった熱杭が更に奥までずるりと動いた。

「ァ、やぁ、……っ！」

「入っ、た……」

　額にうっすらと汗を浮かべる秋の、揺らぐことのない瞳。独占欲を示すように背中に回された腕。抑えきれずにこぼれる、熱を帯びた呼吸。そのどれもがほのかの情欲を掻き立て、知らぬ間に肉壁が震える。

　もっとも、焚きつけられているのは、ほのかだけではなく、秋も同じだったらしい。

　ぴたりとくっついた胸ではふたりの鼓動が共鳴し、押し潰された両方の乳嘴から直接的な法悦が生まれた。

「ほのか、すごい好き。……このまま壊しちゃいそう──」

「ぁぁっ、秋、奥、だめ、ぇ……！」

　ぐぐっと押し広げられた秘処は、本能のままに密着した秋の屹立にからみつき、その微細な隆起のひとつひとつまで味わおうとする。

「びくびくしてる。気持ちいいの？」

　問いかけに無我夢中で頷けば、俺も、と優しい返事が降ってくる。

　この数週間、秋の手と口でさんざん甘やかされ、悦楽を教え込まれた蜜窟は、ひたすら彼に従順で。

　ぐちゅ、と音を立ててぎりぎりまで引き抜かれた雄根に切なさを覚えた次の瞬間、同じく濁った水音を立てて最奥まで捩じ込まれたそれに、たまらず甘い声が出てしまう。

「っ、ァあっ……！」

　熟れ切った肉壁は、熱杭の凹凸との摩擦で快感を拾う。腰が震えるような、おなかの奥が痙攣するような、今までに経験した悦楽を凌駕する甘い痺れに脳が焼ける。

　与えられた刺激に馴染む間もなく、秋の楔が次の抽送を始めた。ぱちゅん、ぱちゅん、と続け様に蜜壺を抉られる。

「んぁっ、あ、秋……だめ、それ、だめぇ……！」

「感じてるね。すごい、締まる」

「ゃ、……あ、き──」

「可愛いすぎ」

　濡れた淫唇を巻き上げるようにして蜜壺の浅いところを擦る律動は、ちょうど剛直の先端がナカから臍の下あたりを押し上げる。擦られるだけでまぶたの裏に星が飛ぶような激しい法悦が生まれ、ほとんど咽び泣くようにして好きな男の名を呼べば、恍惚とした表情の彼と目が合う。

「──ぁ、んっ……！」

　ずちゅん、といっそう強く腰が打ちつけられ、その拍子に、陰核が押しつぶされる。衝動的に発した喘ぎ声は、秋に飲み込まれた。

　押し当てられた唇から、秘裂を征服されるのと同じように彼の舌が滑り込み、ほのかのそれにまとわりつく。

　ぬちゅぬちゅ、とした卑猥な音が重なり、舌先を吸われるだけでたまらず背中がしなり、隘路がわななく。

（おかしくなっちゃう──）

　この先に待つ天国のような快楽を知っている。知っているからこそ、ほのかの腕が秋に縋った。

　不快な満員電車に揺られている時でも、見知らぬ大学生に絡まれた時でも、初めて絶頂を強いられた時でも。恋心の自覚のなかった頃から、秋のそばにいれば安心していられた。

　今もまた、離れたくない、という馴染みのある欲求に飲まれる。

「秋。好き、大好き……」

「俺も。愛してる──」

「ぁ、ぁぁっん！」

　高揚と幸福に包まれた瞬間、ナカで一層猛々しくなった秋の屹立に強く媚肉を抑えられ、ほのかの身体が大きく揺れた。

（気持ち、いい……）

　穿たれた秘処から地震のように法悦が手足へと広がり、ぼんやりした脳がまるで宙に放たれたようだと錯覚する。

　雄根を食べ尽くすような小刻みの蠕動運動。

「……っ、ぁ」

　低く掠れた呻き声と共に、蜜道の中の隆起がびくびくと震えた。速度を落とした律動と湿り気を帯びた荒い息に、秋もまた吐精したことを悟る。

　帰宅した直後の悪天候が、嘘のようだ。

　静寂に包まれ、抱き合ったまま息を整える時間さえ幸福で愛おしい。

　そっと首だけを動かして秋の顔を見上げれば、それより前からほのかを見ていたらしい彼と視線が合う。

　嬉しい。こそばゆい。幸せ。

　充足した思いに気恥ずかしさを覚え、ふっと視線を逸らしてしまう。その時、視界に入った魅力的な秋の厚い胸板に心惹かれて、そっと唇を寄せる。滑らかな肌はいとも簡単にほのかのキスを受け止め、けれど、くすぐったかったのか、微かに震えた。頬を寄せていなければわからなかったほどの小さな仕草だが、自分のせいで秋が反応したのかと思うと、それが誇らしくもある。

　ふふっ──、と堪えきれずに微笑みをこぼした。

　その瞬間。

　顎に手を添えられた。ぐいっと持ち上げられ、かみつくようなキスをされる。

「──ん、む……？」

　上唇、下唇、と順に秋の唇に食まれた。

　リップ音を立てて離れた秋に再び焦点を合わせれば、彼は飢えた肉食獣の眼差しで情欲を露骨にしている。ぺろっ、と自身の唇を舐めて男の色香を醸し出す様子に、興奮と渇望でうなじの毛がぶわりと逆立った。

「ほのかが悪い──」

　言うが早いか、いとも簡単に反転させられた肉体は、ベッドの中央で腹這いになっていた。細身だと思い込んでいた頃には予想もしていなかった秋の力の強さに、今更ながら驚く。

「エロ……ここ、まだぬるぬる……」

「ぁ、やァ、あ、き……！」

　腰に手を回され、そのまま高く持ち上げられてしまえば、おしりだけが宙に晒された、なんとも恥ずかしい体勢を強いられる。

　指先だけが背後から淫襞の亀裂を往復し、そのたびにぬちゅ、とも、くちゅ、ともいえない淫靡な音が部屋にこだまする。

「んぁ、後ろから、やぁ、……だ、めぇ」

「……あぁ、ほのか、ここも弱いのか」

「ふ、ァ──！」

　のしかかるように四つん這いになった秋のせいで、背中にぴとりと熱い胸板と腹筋の気配を感じる。左腕には、閉じ込めるように置かれた鍛えられた二の腕の感触があたり、その逞しさに圧倒されて条件反射でびくんと身体が跳ねる。

　どこをとってもやわらかな自分の身体とは大違いだ。

「もしかして、後ろから抱きしめられるのも好きなの？」

「ん、好き。好き……！」

　器用に左肘をついた秋は、返事を待たずにむき出しの胸に手を這わせる。初めはやわらかく、けれどすぐさま的確な力の強さで胸の尖りを摘まれてしまい、喘ぎ声が抑えられない。

「ぁアッ、も、それ、だめ……！　ヤァ、そっちも……！」

　指先で胸の蕾を転がされ、意識をそちらに奪われていたところで、今度は淫核にぬちゅ、とぬるついた液をまとった指の気配を感じた。

　弱々しい拒絶の言葉は聞こえないふりで、秋がそっと濡れた芽を親指で嬲る。

　骨の髄まで直接届くような、強すぎる刺激に、耐えきれずに身悶えすれば、それに気を良くしたのか、秋の長い指がしとどに濡れた隘路に押し込められた。一気に二本挿れられたのだろう。奥を撹拌するようにばらばらに動くそれらに、一度は落ち着いたはずの子宮がたちまち蠢くのがわかる。

「──ぁああっ！」

「すごい、もうこっちまで垂れてるね」

　指摘された事実と共に自覚する、太もものあたりのぬるい感覚。溢れ出た愛液が淫襞を伝い、そのまま下肢に流れ着いたのだ、と悟り、羞恥で全身が火照った。

　拘束されたままの身体を動かすことができず、振り返るようにして背後の秋を見やれば、獲物にありつこうとする獣の如き獰猛な視線を返され、背筋が震えた。

「……その顔、すごい興奮する」

　うっとりとした声は、どこか夢見心地で。

　放り出してあった箱から二つ目のゴムを取り出した秋は、萎えることを知らない怒張に皮膜を被せる。

「ん、……ふ、ぁ……！」

　蜜壺に添えられた屹立が、一・二度ゆっくりと淫液を纏うために亀裂になすりつけられた。その刺激だけで身震いするほど感じてしまい、掴まれた腰だけを突き出したままで顔が枕に沈み込む。

　ほのか、と、うなじのあたりで名前を呼ばれ、気を取られた瞬間、ずんっ、という衝撃と圧迫感に襲われる。

「んんっ！　あ、……ぁあ、だめ、深い……！」

　ぐっと持ち上げられた太もも。淫窟に挿し込まれた欲望。思いの丈をぶつけるような秋の体温。

　獣が本能に任せて番うような激しい結合に、たちまち理性が焼き切れる。

　不安定な体勢にも関わらず、抵抗もなく最奥まで届いた雄根が、その切っ先でほのか自身さえ知らなかった場所にぶつかるのを感じる。押しつけられた快楽は強烈で、息継ぎさえままならない。

　またぼろぼろと溢れ出した涙が、秋の枕を濡らしていく。

「ん、奥まで入った」

　言葉だけでなく身体でも事実を教えたいのか、ぐりぐりと楔で抉るように腰を押しつける秋に、嗚咽混じりの悲鳴が漏れる。くぐもったそれも枕の中に消え、真っ赤に染まった肉体には中途半端な劣情と羞恥だけが残る。

「……や、も……秋、ぃ……」

「そうだね、俺も我慢できない」

「──っ、あァっ、やぁ、激し……！」

　ずぢゅ、と響いた淫猥な音。

　ほのかを貫いていた雄茎が一気に引き抜かれ、切なくなる間もなく、今度はまた最奥に勢い良く打ちつけられる。

（ぁ、だめ、挿れられるたびに気持ち良くて……！）

　徐々にスピードを増す律動に、たまらず手近な枕を抱きしめる。

　けれど、その行為の何が気に障ったのか、昂った身体は、背後から秋によって抱き上げられた。

　くたりとした身体は、秋に後ろからしっかりと抱き抱えられたところで落ち着く。

　体位が変わったことで挿入されていた屹立の角度が変わり、ほのかの弱いところを直接突き刺す。

「ぁぁあああっ！」

　肩で息をするも、下から突き上げられれば呼吸が整う暇もない。

　背中に隙間なく押し当てられた、かたくて厚い胸板。

　やわらかな女体を羽交い締めにする、強靭な二の腕。

　そして、おなかを突き破られるかと思うほどの長大な竿による抽送。

「ん、ほのか、さっきより感じてる？」

「そんな、わかんな……！　んぁっ、それ、……そこ、深くて、だめぇ！」

　おなかいっぱいになるまで含まされた屹立に、正気を保てない。

　淫熱が血液と共に体内を巡り、蓄積するばかりの法悦が子宮のあたりでうねりを上げる。

　ぐちゅん、ぐちゅん、と淫蜜を滴らせながらの挿入と抜去。ひくひくと痙攣する陰部は間違いなく解放が近く、不安定な身体でも貪欲に秋に絡みつく。

「ここ、すごい。やらしい蜜が溢れ出てて、ひくひくしてて、めちゃくちゃエロい」

　指摘する言葉に合わせ、その部位を指で確認して見せるのは、秋の無自覚で意地悪な癖だ。

　今もまた、二人の繋がった雌雄の部分に手を這わせ、滴り落ちる淫液をわざとらしく指で絡め取っている。

　恥ずかしさに声もなく、ただ唇を噛んで無言のままに首を振れば、何が嬉しいのか、今度はもう一方の手をそっと左胸に乗せる始末だ。

「ほのかの心臓、ドキドキしてる……」

　事実の報告は背後から直接鼓膜に注ぎ込まれ、そのまま耳朶を食まれた。仕事でもプライベートでも無駄に器用で優秀な彼氏は、空いた左手をほのかの乳嘴に、右手をむき出しになった雌蕾に添える。

「じゃあ、こうしたら、どうなる……？」

「ぁ、やぁぁぁ！」

　探究心の旺盛な理系男子のなせる技か。

　秘処に深々と挿した屹立は、規則的に彼女の弱点を突く。それと同時に、胸の先端を指でころころと転がされ、同じリズムで雌の核を濡れた指先でいたぶられる。

「やぁ、──秋、あ、きぃ……！」

　びくんびくんびくん、と断続的に全身が震えた。飛びそうになる心と身体をこの場に縛りつけるかのように、秋の両腕に強く抱かれ、その安心感に満たされる。

　世界が弾け、まるで秋と自分しか存在しないかのような、甘美で幸福な錯覚。

　淫猥な肉壁は欲に任せて収縮し、己の快楽に流されるままに長大な雄根を締め上げる。擦れ合う面のすべての細胞が歓喜し、あまりの気持ち良さに全身の力が抜けた。

「ほのか、──」

　掠れた声で、好き、と囁かれた直前、窮屈な隘路で、それでも最奥に行き着いた秋の淫根はぶるりと震え、今度は、ほのかにも媚肉越しにはっきりと伝わるような生々しさと激しさで吐精した──。
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　レタスとトマトとスクランブルエッグが挟まれた、見た目から食欲を唆るカラフルなクロワッサンサンド。コンビニで買ったらしいフルーツの盛り合わせ。それに、果汁百パーセントのオレンジジュース。

　昨晩の、──厳密には明け方まで続いた愛欲に満ち満ちた時間にも関わらず、秋は今朝も、週末のルーティンであるランニングに行ってきたらしい。

　ほのかのお気に入りのパン屋さんとコンビニにも立ち寄ったようで、明らかにご機嫌取りと思しき、彼女の好きなメニューばかりが本日のブランチだ。

　甲斐甲斐しく食事の用意を終えた秋によって、ベッドから起き上がることもままならない状態のほのかはお姫様抱っこで抱え上げられる。

　行き着く先は、秋の部屋にひとつだけある大きめのソファー。

　当たり前のように彼女を横抱きにしたままそこに座った秋は、黒縁の眼鏡越しにふわりと目元を綻ばせる。

「なんでそんなに元気なの……」

「そりゃあ、鍛えてるし。それに、こうしてほのかが腕の中にいるわけだし？　はい」

　羞恥を誤魔化すための質問も、それ以上に甘い言葉で返されれば、ますます顔が熱くなる。

　あーん、とばかりに差し出されたクロワッサンサンドも気恥ずかしい。

「──んもぅ！　ひとりで食べられる！」

「いいから。ほら、口開けて？」

　甘すぎるくらい甘い、優しい眼差し。至近距離で囁かれる穏やかな低音。

　溺愛体質の彼氏に散々貪られた身体が気だるいのもまた事実で、素直に口を開けば、クロワッサンサンドを与えられる。

　じっと見られているのが気恥ずかしくて、いつもより小さめに噛み切り、咀嚼すること数回。こくりと嚥下したタイミングで、秋が相好を崩す。

　具がはみ出しそうなサンドイッチをまた口元に寄せられ、さっきよりも素直に口を開けば、彼の笑みが深くなる。

　咀嚼、嚥下、次の一口、……と飽きることなく繰り返し、やっとサンドイッチをひとつ食べ終えた後で、秋が満足げに喉奥で笑った。

「ヤバい、最高のシチュエーションかも」

　そう言った秋の視線が、ほのかの身体を余すことなく舐め尽くす。

「それは、秋が私の服まで洗濯しちゃったせいでしょう！」

「いいじゃん、どうせ洗うんだし」

　飄々とした態度の裏に、明らかなメッセージを感じて返事に窮する。

　乾燥機もないこの部屋でほのかの服を洗ってしまえば、着るもののない彼女は、ひとつ下の階にある自分の部屋へも帰れない。

　秋に借りた部屋着のＴシャツは大きすぎるし、下着まで洗濯機に放り込まれてしまったせいで、実質シャツ一枚しか着ていない。おかげで、かなり心許ない。

「もう外に出したくない……」

「……え？」

　なんだか物騒なことを言われた、と思った時には、秋の手がほのかのＴシャツを裾から捲り上げていた。ぞわりと快楽の予感が太ももから秘処へと走る。

　抱き抱えられた不安定な体勢では身動きも取れず、──さらに、正直に言えば、逃げる気にもならずに、抱擁と淫靡な手と首筋に押しつけられた唇を受け止める。

「や、……は、ァ、──秋、ぃ……」

「俺のＴシャツ着て、俺と同じ匂いがして、俺の膝の上に座ってる、とか、ほんと可愛すぎ」

「やぁ、それは、──秋が……！」

　不満の声は、啄むようなキスに押し殺された。

「……ん、……んむ、ふ、……ぁ」

　ぴちゅ、という小さな水音。ふたりの唇の間に伝う銀の糸。真っ直ぐにほのかを見つめる秋の強い眼差し。

　くらくらとした高揚感に飲まれ、すがるように秋の胸に頬を寄せた。

　ほのかのつむじに顎を乗せるようにして彼女をしっかりと包み込んだ彼は、ほのか、と掠れた声で囁く。

「ん……？」

「俺、来年の春から東京の本社勤務になるんだ」

「……え？」

　東京。本社。転勤。

　論理的な思考を組み立てられないなりに、断片的に事情を理解する。

　本当の意味での両思いになった途端、降ってわいた別離の予感──。

（そうだった。秋は、私たちの中でも飛び抜けて優秀なんだし、本社勤務だって当然……）

　不安に苛まれ、つい無意識に唇を噛み締める。

「……ほのか」

　呼ばれた名前に反応する前に、秋の乾いた指先が引き結ばれたほのかの唇をなぞった。

　それだけでは足りない、と言わんばかりに、覆い被さってきた彼がやわらかく唇を食む。太ももに置かれたままの手はぐっと彼女を掴み、背中に回されている腕もしっかりとほのかを抱きしめた。

　不意に離れた唇に、キスの名残を切なく思う間もなく、今度は真摯な顔で見つめられる。

「だから、改めて、ちゃんと付き合ってほしいんだ。──結婚を前提に」

「……けっ、こん」

「そう。結婚。急かもしれないけど、適当な気持ちでほのかに手を出したわけじゃないって知っておいてほしいんだ」

　こつりと軽くぶつけられた額。

　その親密で甘やかな行為に、誠実で真っ直ぐな言葉に、ふるりと心が震えるのがわかる。

「俺はこれからも同期としてじゃなくて、男と女としてほのかと一緒にいたい。ずっと」

　眼鏡の向こうの秋の瞳が、不安げに揺れるのが見えた。

　ドクドクと規則的に鼓動する心音は、自分のものなのか、それとも彼のものなのかもわからない。

　秋の厚い胸板が上下する。

「……うん」

　沸騰しそうに赤い顔を隠したくて、秋の胸に鼻先を埋めれば、そうはさせまい、と、また唇を奪われる。

　喘ぎ声の隙間を縫うようにして押し込まれた舌が、ほのかのそれを正面から舐め上げる。

「……ん、んんっ！」

　下肢を撫で上げる手が、シャツの下に隠れた打ち震える秘裂に辿り着き、昨夜の名残の淫蜜をすくい取った。

「ほのか、好き。凄い好き」

「ん、私も──」

　ぴたりと押しつけられた強靭な肉体が、熱い。

　すがるように抱きついた秋は、嬉しくてたまらないというように小さく笑うと、ほのかの首筋に顔を寄せ、彼女の白い肌に舌を押し当てた──。
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　年の瀬が迫る、十二月半ば。

　イルミネーションが瞬き、すっかりクリスマスムードになった街を歩きつつ、ほのかはスマホの地図で目的地の検討をつける。

（えっと……あ、あの交差点を右折すれば良いのかな？）

　急に土曜日に休日出勤になった、と秋が落ち込んでいたのが今週の月曜日。春から本社勤務が決まっているという彼は、早くも将来の上司に気に入られたようで、何かと口実を作られてはあちらに呼ばれているらしい。

　仕事だから仕方ない、と落ち込む秋を慰めたのに、なぜか、そのまま明け方まで寝かせてもらえなかった。

（んもぅ、次の日の仕事に響くから平日はあんまりしつこくしないでって頼んでるのに……！）

　寝不足の上に筋肉痛を強いられた原因を思い出して、街中だというのにひとりで赤面してしまう。

　火照る顔をクロス結びにしたマフラーで隠しながら、地図を頼りに交差点を曲がれば、道は正しかったようで、今日の目的地のカフェ・ダイニングの看板が目に飛び込んできた。

（そもそも、私だって今日はもともと予定があったし……）

　女子大に通っていた頃の友達から何の前触れもなく連絡が来たのも、一週間ほど前のことだったか。訝りながらもメッセージを読めば、クリスマスパーティーをやるから来て、という気軽な誘いだった。

　幹事の女の子は、さほど親しかったわけでもないが、それでも集まるメンバーは当時仲良くしていながらも今は疎遠になった子たちばかりのようで、懐かしさもあり、参加することにしたのだ。

（この服、おかしくないよね？）

　パールボタンがついた黒のニット。ふわりとした女の子らしいシルエットのグレーのロングスカートに、足元はベージュのショートブーツ。同系色のコートを羽織り、マフラーとバッグはオフホワイトにした。

　ハーフアップにした髪を、これもまたスマホのカメラアプリで確認し、満足する。

　秋と付き合い始めてから、ほのかも自分なりにおしゃれにも力を入れるようになった。

　大学時代を──、地味で冴えなかった頃を知っている旧友たちに会うのは少し気恥ずかしいけれど、集合時間が迫っていることもあり、ほのかはカフェ・ダイニングの扉を押した。

「あー！　ほのかが来たよー！」

「ほんとだ！」

　貸切だという奥の広い部屋に案内され、ドアを開けた途端、きゃあきゃあと華やいだ声に迎えられる。

　立食パーティー形式らしく、壁際の長テーブルにオードブルやサンドイッチなどが並び、すでに到着していたメンバーはあちこちに小さな輪を作って談笑しているようだった。

　けれど、会場を一瞥した瞬間、違和感を覚える。

「……ねぇ、今日って大学時代のメンバーで集まるんじゃなかったの？」

　思わず口をついて出た疑問に答えてくれたのは、ほのかを見つけて駆け寄ってきたかつての友人の一人で。

「あぁ、なんかその予定だったんだけど、人数が足りなかったから幹事が知り合いの男の子たちにも声かけたらしいよ」

　うきうきした気持ちが隠せない、という素振りの彼女は「私は、クリスマス合コンって言われたけど。ほのか、聞いてなかったの？」と無邪気に笑う。悪気はなく、ただ単純に、意識が窓際のスーツ姿の男性たちに向けられて上の空になっているだけだろう、と察しはついた。

　そんなことより。

（合コン──？）

　聞いてないし、知らない。

　聞いていたら来なかったし、知っていたら断った。

　支離滅裂な思考をなんとか落ち着けようとしながらも、戸惑っているのはほのかだけのようで、手際良くファーストドリンクが手渡され、大盛り上がりの幹事が乾杯の音頭を取る。

「帰らなきゃ──」

　いくら知らなかったとは言え、彼氏がいる身で合コンなんて参加するわけにはいかない。

（会費の支払いって、どうしたらいいんだろ……？）

　立ち話で談笑する面々をよそに、会場の中央でひときわ高い笑い声をあげる幹事に近寄る。さっさとお金を払って帰りたい。それなのに、タイミング悪く複数名の男女に囲まれて盛り上がる彼女は忙しそうで、とても話しかけられる雰囲気ではなかった。

　仕方なく、なるべく目立たないようにして出口近くで待つことにする。

　乾杯のために配られたオレンジジュースを片手に立ち尽くすこと数分。次々と幹事を取り巻く男女が現れるせいで、未だに彼女に近寄れない。

　誰か顔見知りを探すが、彼女たちは彼女たちで、めいめいがスーツ姿の男の人たちとのおしゃべりに夢中になっている。

（困ったな。お店の人にお金を預けてトラブルになったら嫌だし、後から払おうにも次に会う予定もないし……）

　思わずため息をついた、その瞬間。

　ホールスタッフを避けようとしたのだろう。ちょうどその時、近くを通りかかった男の人がほのかの肩にぶつかった。

　ヒールの高いブーツを履いていたために体がよろけ、ほとんど手つかずで残っていたオレンジジュースがこぼれる。フローリングが濡れたが、幸い、ほのかの服に被害はなさそうだった。

「すみません！」

「いえ、こちらこそ、ぼんやりしていて……」

　どこからともなく雑巾を持ったスタッフが現れ、汚れた床を拭いてくれる。

　落ち着いたところで改めてぶつかった男を見ると、カジュアルな装いで、まだ学生のようにも見えた。

「あの、本当に気にしないでください。服も無事でしたし……」

「本当にすみません。でも、こんな機会にあれですけど、良かったら少しお話しませんか？」

「え、……あの……」

　まさか断られるとは思っていないのだろう。ほのか以外は合コンだと知っていてこの場に来ているのだから当たり前だ。

　さっさとスタッフからグラスを二つもらった男は、そのうちの片方をほのかに手渡した。

（オレンジジュース……？）

　レモンを添えられた鮮やかなオレンジ色の液体は、とても美味しそうだ。おずおずとグラスを受け取ると、目の前の男が一瞬だけ不敵に笑った気がした。ぞわりと嫌悪感が背筋を伝う。

「あの、すみません。私、彼氏がいるので、こういうのはちょっと──」

　どう伝えれば良いのだろう。どうやってこの場を切り抜ければ良いのだろう。

　なんとか言葉を繋ぐのに、男は本気で聞いていないようで、おかしそうに笑っている。

「いや、そう言っても、そんなに着飾ってここに来てるし、ほんとは誰か相手を探してるんじゃないんですか？」

　男が浮かべた、にやりとした下卑た笑いが気持ち悪い。

「俺なんてどうです？」

　よほど自分に自信があるのか、あるいは、拒絶するほのかを面白がっているのか。うすら笑う男に距離を詰められ、本能的に逃げようとした。

　背後から「ほのか」と呼ばれたのは、その時だった。

「──秋！」

　振り返れば、出入り口からまっすぐほのかの元へ歩いてきたらしい秋と目が合う。けれど、彼はにこりともしないまま視線をそらし、今度はほのかの横に立つ男を睨みつけた。

　長い脚であっという間にほのかに近づいた秋は、庇うようにしてほのかの右手を握った。そのまま広い背中に隠される。

　いつかと同じ、ほのかを守ってくれる絶対的に安心な背中。

　秋の存在に安堵したおかげで、握られたままの右手は、さっきまで緊張で冷たくなっていたのが嘘みたいに熱い。

　そんな彼女の心境を知ってか知らずか、秋は素早く周りを一瞥すると「スコーピオンか……」とほのかにしか聞こえないような声でひとりごちた。

「なるほど。アルコール度数の高いお酒で彼女を酔わせて、そのままどうこうしよう、という魂胆ですか？」

　気づけば、周囲の声はすっかり消えていた。そのせいで、地を這うように低い秋の声は、多くの人の耳に届いたらしい。

　戸惑い混じりのざわめきや息を呑む声が聞こえた。

　肝心の男は、耳まで真っ赤に染めて、秋を睨みつけるばかりだ。

　一方、秋の方は、用事は済んだとでも言いたげに、ほのかの方を向き直る。

「荷物は？」

「え、あ、えっと、これだけ──」

　小さな頷き。引き結んだ唇。激情を押し隠した黒い双眸。

　途中から野次馬の如く様子を伺っていたらしい幹事に会費を払おうとしたが、それに気づいた秋によって、さっさと支払いを済まされてしまう。

　不機嫌そうな彼に言葉もかけられず、手を繋がれたまま、ほのかは店の外へと足を向けた。




「──ねぇ、秋、違うの！　私、合コンだなんて知らされてなくて……！」

「わかってる」

　理性の崩壊ぎりぎりとも思える唸るような秋の返答は、ドアの閉まる音にかき消された。

　カフェ・バーを出て、ひとつ目の交差点を左折。

　彼は、迷うことなく徒歩圏内の私鉄の駅へと足を向けた。ずんずんと大股で歩く秋に手を取られ、半ば引きずられるように小走りで進み、駅に近いホテルにチェックインしたのが数分前。

　おしゃれな真っ白のクリスマスツリーを横目にフロントを通り抜け、辿り着いたのが、この部屋で。

　相変わらず右手を離してくれない秋のせいで、廊下に荷物を放り出して進む彼についていく以外の選択肢がない。

「秋、──ね、ちょっと待っ……！」

「無理」

　簡潔な返事と共にくるりと振り返った秋は、直後、ふわりとほのかを抱き上げた。ぶれることのない鍛えられた二の腕は、けれど容赦なく、ほのかを部屋の中央のダブルベッドにおろしてしまう。背中にはふかふかの掛け布団の感触がして、気づけば秋に組み敷かれていた。

「ん、ふっ──」

　押しつけられた唇は少しだけ乾いていて、冷たい。

（駄目、こんなの。早く秋の誤解を解かなくちゃ……！）

　そう思うのに、いつにない強引さでコートもニットもスカートも剥がれ、瞬く間もなく、ほのかは下着だけの格好にされた。

「ねぇ、秋、ごめん。違うの──！」

「謝るようなこと、したの？」

　雨のように降り注ぐキスの合間になんとかして話を聞いてもらおうとするのに、苛立ち混じりの言葉を返される。ハッと息を飲んだ瞬間、秋も、ほのかの首筋に顔をうずめた。

　そのままぴたりと動きを止めた彼は明らかに様子がおかしく、一瞬、戸惑いも混乱も忘れた。

「──ごめん。謝るのは、俺の方だ」

「……秋？」

「嫉妬した。ほのかの隣にいたやつにイライラしたんだ」

　ぽつりとつぶやかれた予想外の本音に、ほのかの思考が急停止する。

（嫉妬……？）

　仕事帰りの彼は、ベーシックなグレーのスーツに薄いブルーのシャツを合わせ、濃紺のストライプのネクタイを締めている。街中で十人中十人と言ったら彼女の欲目だろうが、遠慮がちに見ても、十人中八人は振り返るようなイケメンだ。現に、先ほどの合コン会場でも、遠巻きにほのかと秋を眺めていた女の子たちの半数以上が、うっとりとした表情をしていた。

　仕事ができるだけでなく、見目も整っている彼が、弱りきったという表情で《嫉妬》という言葉を使ったことに、困惑する。

　返事に窮するあまり押し黙ったほのかに、秋は一つ深い息を吐くと、ゆっくりと顔を上げた。

「合コンだって、知らなかったんだろ……？」

　なぜわかったのだろう。不思議に思いながらも素直に頷けば、「なんとなく嫌な予感がしたから、早めに仕事を切り上げて正解だった」ともう一つため息をつかれる。気まずげに抱きすくめられれば、そんなはずもないのに、スーツ越しに密着した胸から鼓動が感じられるような気がした。

「……俺、ほんと余裕ない」

　がばっと上体を起こした秋は、情けなそうに前髪をかき上げる。ほのかと視線を合わせるのが嫌なのか、顔は斜め前方に向けられたままだ。

「ごめん。今更だけど、帰ろうか？　ここからなら電車で──」

　あくまで冷静に対処しようとする秋に、ほのかの中で、感情が理性を超えた。

（嫉妬されるのも嬉しいなんて、知らなかった……）

　迸るほどの秋への思いに突き動かされ、考える前に彼のネクタイに片手を伸ばし、ぐっと引き寄せる。油断していてもさすがの運動神経と言うべきか。秋は、とっさの判断で両手をほのかの顔の左右につくことで正面衝突を回避した。事情がわからず瞠目する彼に、ほのかはぶつけるように唇を押し当てる。

　驚きのせいで薄く開いた唇を舌で押し開き、躊躇する彼の舌をくちゅりと舐め上げれば、鼻にかかった甘い声が聞こえた。

　ゆっくりと唇を離し、秋の視線を捕まえる。

「──秋、……このまま、今すぐ、秋が欲しい……」

　駆け引きも飾り気もない、嘘も偽りもない本音。

　けれど、その言葉の効果は絶大で。

「……ん。俺も──」

　熱を孕んだ眼差しをほのかに向けたまま、秋は上体を起こすと、結び目の歪んだネクタイに指をかけた。そのまま一気に首元をくつろげ、ジャケット、シャツ、と順に脱ぎ捨てていく。

　無駄のない動作で上半身裸になった秋は、見事な肉体美を晒しながら、己の右手をほのかの首筋に伸ばした。そして、二度、三度と薄い皮膚を撫でた彼は、おもむろにそこに唇を寄せる。

「……ん、ァ、……秋、痕ついちゃ……」

「ん。男除け」

「何言って……っ、ァあっ！」

　強引にブラのカップを引き下ろされ、敏感な尖りを口に含まれれば、条件反射で声が出てしまう。同時に反対側の蕾も親指と人差し指でつままれて、ふたつの異なる愛撫に身をよじる。その隙をついて秋の右手が器用にほのかの背中とシーツの間に滑り込み、あっさりとホックを外した。

　邪魔だと言わんばかりにブラを奪われ、身を隠すものは布面積の非常に心もとないショーツ一枚だ。

「かわいい。ピンクに染まってて、食べてほしそう……」

「や、ちがっ……ふ、っ……ん、……！」

　ぷくっと立ち上がった乳嘴を吸われ、それどころか、根本に軽く歯を立てられればひとたまりもない。

　胸から下腹部に向かって淫熱が流れ込み、身をよじればその拍子に秋の舌に乳頭が触れて更なる刺激を生む。

「ぁ、やぁっ！」

　先端だけでは飽き足らず、秋の舌が、今度は胸の膨らみを下から舐め上げた。直後、中央を飾る、すっかりかたくなった突起が、舌に絡みつかれてこりこりと上下左右に転がされる。その断続的な愛撫は更なる快感を呼び、甘い嬌声が漏れる。

「──ん、んんっ！　ぁ、ヤぁ……！」

　秋の迷いのない手がそっと太ももを撫で、ショーツを剥ぎ取る。

　とろりと透明な蜜を吐き出すそこは、次なる快楽に打ち震えた。

「こっちも、すごい濡れてる……」

　秋の感嘆の声に羞恥を煽られ、視線を遮るように横を向けば、小さく微笑んだ彼が、「じゃあ、こうしようか？」とほのかの背中に手を回した。

　ぐわりと視界が反転し、秋の下で自身の体が腹這いにされたことを悟る。

「ほら、わかる？　ここ、ぬるぬる……」

「ぁ、──ぁあ、ん、……ふ、ぁ！」

　ずちゅ、と抵抗なく秋の指を飲み込んだ蜜壺は、彼に教えられた法悦を予感して新たな淫液をとろとろと溢した。

「んぁっ、……秋、そこ、気持ち良すぎてダメ……！」

「知ってるよ」

　背後から耳元でそう囁かれ、その甘やかな声音に心臓が波打つ。途端、どうしようもないほど、彼への思いが溢れた。

「──秋、好き。好きなの……！」

　見ず知らずの男に好意を向けられても嬉しくなんてなかった。

　秋がいい。

　秋じゃないと嫌だ。

　同期としての彼しか知らなかった頃は、自分がこんな気持ちを抱くなんて思いもしなかった。けれど、今はもう、──恋人の秋を知ってしまった今はもう、秋以外に考えられないとさえ思う。

「我慢の限界……！」

　その言葉の通り、秋は手早くスラックスの前を寛げると、どこかから取り出したコンドームを怒張に被せる。そのまま背中から抱きしめられ、媚襞の間に猛々しい剛直の気配を感じた。亀裂に押し当てられた切先に息を呑む。

「ほのか、俺も好きだよ。愛してる──」

「ん、ぁああっ！　や、待っ、……いきなり、そんなにしちゃだめぇ……！」

「ごめん、ほのかがかわいすぎて我慢できない……！」

　ずるり、とひと思いに屹立を突き立てられ、堪えきれずにベッドに突っ伏せば、追い詰めた、とでも言いたげな秋に腰を掴まれる。

　窮屈な隘路を押し広げて一気に奥まで辿り着いた秋の雄芯は、ほのかに息継ぐ時間さえ与えずにすぐさま律動を開始する。

「ん、ふ……んんっ！」

　ふたりの結合部から聞こえる、ぐちゅん、ぱちゅん、という生々しい水音はいつもより大きく、その激しさに興奮を駆り立てられる。

　屹立の凹凸によって、充溢してしとどに濡れた蜜窟を擦られ、抉られて、ほのかの腰も無意識に揺れていた。

　無論、それに秋が気づかないなんてことはなく。

「その腰の動き、エロすぎ」

「ぁああっ！　ゃ、あああっ！」

　軽々とおしりを持ち上げられ、挿入の角度が変わったことでより深くまで男根を差し込まれた。

　ホテルピローだけでは押し殺しきれなかった高い嬌声が、空調の効いた広々とした部屋に消える。

「や、ァ、……奥、もう──」

「すご……めちゃくちゃ締まるし、ぬるぬる。気持ちいい……？」

「ん、んんっ！」

　抽挿の合間に優しく問われるが、話すこともままならない状態では、不明瞭な返答に合わせて首を縦に振るだけで精一杯だ。けれど、秋を喜ばせるにはそれで充分だったようで、フッと小さく笑う気配が聞こえ、ふいに腕を掴まれた。

「んむっ、ぁああ！」

　背後から抱き寄せられ、上体を起こすように促されて。

　ぐったりと力の入らないなりに、それでも秋に抱きかかえられるようにしてベッドに座る。まるで秋を椅子代わりにしているようなその体位は、ふたりの繋がる部分が丸見えでひどく恥ずかしい。

　ずんっ、と下から突き上げられ、その衝撃で隘路がわななく。

「んぁぁっ！　ゃ、秋……！」

　与えられる快楽を少しでも逃がしたいのに、重力には逆らえない。ひと突き毎に生まれるびりりとした愉悦が蓄積し、行き場をなくして下腹部でうねる。

「ぁ、ああっ！　それ、だめぇ……！」

　背中から秋の右手が前方に回されたかと思うと、結合部から滴る蜜を掬った。濡れた指はほのかの淫襞を割り開き、かたく充溢した雌芽の側面を擦る。

　敏感な陰核に意識を奪われた瞬間、今度は秋の左手に乳嘴を摘まれ、堪えきれずに、自分のものとは思えないくらい甘い声がこぼれた。

　そうしている間にも、真下からの突き上げは続き、これまでに幾度も秋に教えられた絶頂が近いことを悟る。

（も、無理……！　気持ち良すぎちゃう……）

　背中に押しつけられた逞しい胸板に、迷いも躊躇いもなく、全身で甘える。

「んぁぁっ、秋、好き……！」

「ん、俺も──」

　ぶるっ、と淫肉に包まれた屹立が震えるのがわかった。その切先がちょうどほのかの弱いところを擦った瞬間、抱えていた法悦がうねりを上げた。

　ぎゅっと閉じたまぶたの裏で光が明滅し、星が飛び散るような原始的な開放感に凌駕される。

　びくんびくん、とナカで雄根が震え、同じタイミングで彼も果てたのがわかった。

　男の精を搾り取ろうと、別の生き物のように収縮する隘路は、どこまでも貪欲に快楽を貪り、屹立の血管まで隈なく舐め尽くそうとする。

　そして、ひときわ大きな痙攣をひとつ。

　余韻に浸りながらぐったりとベッドに体を横たえる。

　息が整うより前に、先に動き出したのも秋だった。避妊具の後始末をして、ミニ冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出した。

「……ほのか？　水飲む？」

「ん、欲しい……」

　喘いだせいで喉が渇いた。

　ぼんやりと返事をした彼女に、ベッドサイドに立った秋がくすっと笑い、おもむろにペットボトルに口をつけた。

　そして。

「──ん、む……っ」

　抱き起こされたと思うと、唇を押しつけられ、口移しでまだ冷たい水を与えられる。

　飲み込むのに失敗した水が、少しだけ口の端からこぼれ、顎を伝い、胸元を濡らした。ひんやりとした感覚は、先ほどの情事で火照った体には、むしろ心地良い。

　たまらずうっとりと指先で水痕を辿れば、それを見ていた秋の双眸にまた欲情の色がけぶった。

「ほのか……」

「ん、だめ、それ……くすぐったい……！」

　迷うことなく舌先で口元を拭われる。悪戯なそれは、冷たい水の軌跡を正確に辿って顎をくすぐり、首を伝い、胸のふくらみを撫でる。すっかり冷たくなった秋の舌と唇が、わざとらしく乳嘴をかすめた瞬間、まだ興奮の冷めないそこがピンと張りつめ、新たな快感に震えた。

　秋がゴクッと喉を鳴らす。

「もう一回、しよう──？」

　恋人の蜜のように甘い誘いに、抗えるはずもない。

　こくりと頷いたほのかは、ふと気づけば、秋の逞しい腕の中にいて、彼の均整の取れた肉体に抱きしめられていた──。







《あとがき》








　こんにちは。もしくは、はじめまして。太おお田たまりえです。




　この度は『フェチを知られたはずが、スパダリ同期に鍛えた身体で極上求愛されています!?』をお読みいただき、ありがとうございます！

　このお話は、ヒロインが筋肉フェチということで、ヒーローの肉体の描写やそれにときめくヒロインを楽しみながら書かせていただきました。

　恋に疎かった彼女が、虎視眈々とチャンスを狙っていた同期の彼に思う存分愛されて少しずつ変わっていく──その様子は、作者ながら、書いていて微笑ましかったです。

　筋肉フェチの皆さまは勿論、そうでない方にもお楽しみいただけましたら幸いです。

　表紙イラストは、小こ島じまきいち先生にお引き受けいただきました。愛されまくりのヒロイン・ほのかの蕩けるような顔が可愛らしく、また、筋肉質なヒーロー・秋からは男の色気が迸っていて、ラフを拝見させていただいた時から太田の方がドキドキしている次第です。（特に、秋の右手と視線がたまりません！）

　きいち先生、本当にありがとうございました！




　最後に、恒例ですが、謝辞を。

　いつも適切なアドバイスと過剰なまでのお褒めの言葉をくださる編集担当様、出版に携わってくださったすべての皆さま、執筆に理解を示してくれた夫、そして、この本を読んでくださった読者様に、心からお礼を申し上げます。

　本当に、本当に、ありがとうございました！




　またどこかでお会いできることを祈って。






太田まりえ










【著者紹介】

溺愛・策士・執着系ヒーローが大好きで、執筆のお供はコーヒーとチョコレート。最近は、カフェインレスコーヒーにもハマってます。







濃蜜ラブルージュ

フェチを知しられたはずが、スパダリ同どう期きに鍛きたえた身体からだで極ごく上じょう求きゅう愛あいされています!?
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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